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注

⑪
た
と
え
ば
、
最
近
に
お
い
て
は
、
蓮
見
音
彦
は
．
九
七
○
年
代
に
お
け

る
農
村
社
会
の
変
動
と
村
落
」
（
『
社
会
学
評
論
』
第
一
一
一
四
号
一
九
八
一
）

で
、
村
落
の
現
代
的
意
義
と
役
割
、
お
よ
び
変
質
の
過
程
の
論
議
の
必
要
を

説
い
て
い
る
。

②
こ
の
よ
う
な
主
張
と
し
て
、
高
橋
明
善
の
「
村
落
社
会
研
究
の
課
題
と
方

法
Ⅲ
」
『
村
落
社
会
研
究
』
第
七
集
一
九
七
一
一
三
一
頁
が
あ
る
。

③
布
施
鉄
治
を
中
心
と
す
る
共
同
研
究
で
は
、
直
接
に
村
落
を
対
象
と
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
農
民
諸
個
人
の
階
級
的
規
定
性
を
土
台
と
し
な
が
ら
も
、

同
時
に
そ
れ
に
た
い
す
る
階
級
的
矛
盾
止
揚
過
程
を
、
社
会
機
構
概
念
と
生
活

過
程
分
析
で
も
っ
て
、
社
会
構
造
の
中
に
定
位
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
（
と
く
に
、

布
施
鉄
治
、
岩
城
完
之
、
小
林
甫
「
生
活
過
程
と
社
会
構
造
変
動
に
関
す
る
一

考
察
」
『
社
会
学
評
論
』
第
九
九
号
一
九
七
四
お
よ
び
布
施
鉄
治
「
戦
後
日
本

農
村
社
会
学
の
展
開
と
農
民
層
の
「
生
産
・
労
働
ｌ
生
活
過
程
』
分
析
の
視

角
」
『
社
会
・
生
活
構
造
と
地
域
社
会
』
北
川
隆
吉
監
修
》
時
潮
社
一
九
七

五
）

Ⅷ
木
村
礎
は
歴
史
学
の
立
場
か
ら
、
「
戦
後
歴
史
学
が
定
立
し
た
き
わ
立
っ
た

大
概
念
」
と
し
て
、
「
発
展
」
、
「
階
級
」
と
と
も
に
「
共
同
体
」
を
お
き
、
「
発

展
や
階
級
の
問
題
は
、
常
に
、
社
会
の
基
底
部
の
構
造
、
特
に
、
個
々
の
人

間
と
彼
を
包
摂
す
る
集
団
と
の
関
係
の
日
常
性
的
構
造
、
と
の
か
か
わ
り
合

い
に
お
い
て
深
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
こ
こ
に
「
共
同
体
」
の

具
体
的
内
容
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
（
木
村
礎
「
『
共

同
体
の
歴
史
的
意
義
』
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
」
『
日
本
村
落
史
』
三
○
五

’
六
頁
、
弘
文
堂
、
昭
和
五
三
年
）

⑤
こ
こ
で
は
竹
内
利
美
の
規
定
に
も
と
ず
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
竹
内
は
、

１
調
査
対
象
地
域
の
概
況

福
井
県
坂
井
郡
坂
井
町
は
、
福
井
県
最
大
の
平
野
で
あ
る
坂
井
平
野
の
北
部

に
位
置
し
、
昭
和
五
五
年
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
耕
地
の
水
田
化
率
が
九
七
・
五

％
を
占
め
る
典
型
的
な
米
単
作
農
村
で
あ
る
。
昭
和
三
○
年
三
ヶ
村
の
合
併
、

翌
三
一
年
木
部
村
の
合
併
、
そ
し
て
翌
一
一
三
年
の
木
部
村
の
一
部
分
村
の
経
過

２

を
経
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
ふ
。
昭
和
五
五
年
国
勢
調
査
で
は
、
坂
井
町
は
一
一
、

五
二
五
戸
一
○
、
九
六
六
人
と
な
っ
て
お
り
、
農
家
率
は
六
○
・
五
％
で
あ
る
。

坂
井
町
の
西
側
を
兵
庫
川
が
貫
流
し
て
お
り
、
木
部
地
区
は
こ
の
兵
庫
川
と

九
頭
龍
川
の
河
間
地
帯
に
あ
っ
て
、
長
く
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
て

は
「
木
部
輪
中
」
と
呼
ば
れ
、
寛
弘
二
年
（
一
○
○
五
）
に
鬼
辺
郷
一
七
ヶ

３

村
を
囲
む
「
鬼
辺
堤
」
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
た
び
重
な
る
改
修
工
事

を
経
て
、
昭
和
四
三
年
の
九
頭
龍
ダ
ム
完
成
の
後
、
堤
の
必
要
も
な
く
な
っ
た

が
、
以
前
は
水
防
組
織
を
基
盤
と
し
て
強
固
な
つ
な
が
り
を
も
ち
、
ひ
と
つ
の

地
域
的
結
塊
を
形
成
し
て
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
高
柳
を
含
む
木
部
の
東

側
九
部
落
が
坂
井
町
に
、
西
側
八
部
落
が
三
国
町
に
属
し
、
木
部
地
区
の
ま
と

近
隣
組
織
を
三
つ
の
型
に
分
け
、
そ
れ
ら
は
「
狭
い
意
味
で
の
近
隣
集
団
な

い
し
近
隣
関
係
」
で
あ
り
、
側
「
地
域
」
原
則
の
形
と
ｈ
「
家
並
」
原
則
の

形
と
の
一
一
型
を
ま
ず
区
別
し
、
前
者
は
「
村
組
」
と
総
称
す
る
こ
と
が
で
き
、

後
者
は
さ
ら
に
、
川
「
『
家
並
』
に
即
し
て
も
、
一
定
の
『
家
数
』
を
基
準
に

二
者
択
一
的
な
帰
属
関
係
に
お
い
て
家
々
が
明
確
な
集
団
に
編
成
さ
れ
て
い

る
型
」
Ｉ
「
近
隣
組
」
と
伽
「
家
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
『
家
並
』
に
即
し
て
異

な
る
交
渉
圏
を
連
鎖
的
に
持
つ
た
め
、
全
般
的
に
は
定
型
的
な
集
団
形
態
を

示
さ
な
い
型
」
Ｉ
「
ト
ナ
リ
関
係
」
の
一
一
つ
に
区
分
す
る
。
（
竹
内
利
美
「
近

隣
組
織
の
諸
型
」
『
東
北
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
』
第
一
五
集
一
九
六
七
）

な
お
、
村
落
研
究
に
お
け
る
近
隣
把
握
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
現
代

農
村
に
お
け
る
近
隣
関
係
ｌ
村
落
社
会
研
究
の
分
析
視
角
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
東

北
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
』
第
二
七
集
一
九
七
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
一
地
域
の
概
況
と
農
業
経
営
を
め
ぐ
る
協
同
関
係

(64）

そ
れ
と
は
異
っ
た
結
び
つ
き
を
も
つ
農
外
就
労
を
め
ぐ
る
村
落
内
社
会
関
係
を

分
析
し
つ
つ
、
両
者
に
共
通
し
て
そ
の
基
底
に
よ
こ
た
わ
る
村
落
内
の
日
常
の

生
活
交
渉
関
係
と
内
部
構
成
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現

代
の
村
落
に
お
け
る
兼
業
化
の
進
展
と
農
民
層
の
滞
溜
の
統
一
的
把
握
を
試

み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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る
。
出
作
は
な
い
。

ま
り
を
複
雑
に
し
て
い
る
。

さ
て
、
高
柳
は
藩
政
時
代
に
は
木
部
高
柳
村
と
し
て
、
丸
岡
藩
に
属
し
、
元

禄
一
三
年
（
一
七
○
○
）
か
ら
明
治
一
一
年
に
い
た
る
ま
で
高
一
○
九
○
石
一
升

を
有
し
て
い
た
。
明
治
二
一
年
に
木
部
村
に
合
併
さ
れ
、
以
後
木
部
地
区
の
中

心
集
落
と
し
て
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、
高
柳
に
木
部
村
役
場
、
小
学
校
、
幼

稚
園
、
郵
便
局
、
駐
在
所
が
お
か
れ
、
坂
井
町
に
合
併
し
て
か
ら
は
、
旧
役
場

を
支
所
兼
木
部
公
民
館
と
し
て
使
用
し
、
農
協
支
所
も
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
私
設
の
保
育
所
や
各
種
商
店
も
あ
っ
て
、
隣
接
集
落
の
住
民
に
も
利
用
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
木
部
地
区
の
区
長
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
木
部
区
長
会

の
代
表
は
高
柳
区
長
が
あ
た
る
。

４

高
柳
は
戸
数
六
九
戸
、
う
ち
農
家
六
一
戸
、
非
農
家
八
戸
で
あ
い
、
農
家
の

一
戸
当
平
均
耕
作
面
積
は
一
・
六
三
町
と
福
井
県
で
は
上
位
に
あ
る
。
農
業
生

産
活
動
は
米
を
主
体
と
し
、
養
豚
農
家
が
三
戸
、
酪
農
家
が
一
戸
あ
る
が
、
表

２
高
柳
の
農
業
生
産
構
造
と
農
民
層
の
動
向

高
柳
の
耕
地
は
農
道
・
用
水
路
に
よ
っ
て
他
部
落
耕
地
と
明
確
に
区
切
ら
れ
、

一
、
七
七
七
筆
、
一
○
一
一
一
・
○
一
一
一
町
を
有
し
、
う
ち
田
が
一
、
三
六
七
筆
、
九

春
江
駅
へ

表 高柳の専兼別非農家別戸数

日
七
往
復
し
て
い
る
。

召55年センサス

九
・
九
九
町
に
た
い
し
て
、
畑
は
四
一

高
柳
耕
地
の
ほ
と
ん
ど
は
高
柳
住
民
に

住
農
家
四
戸
の
四
反
の
み
で
あ
り
、
ま

業
庁
臨
海
開
発
公
社
の
所
有
地
が
四
反

表２ 経営規模別農家戸数

高柳は昭和56年２月現在の部落台帳より作成。

筆
、
二
・
○
五
町
と
少
な
い
。
こ
の

っ
て
耕
作
さ
れ
、
入
作
は
福
井
市
在

高
柳
の
農
家
が
小
作
す
る
福
井
県
企

１
に
示
し
た
よ
う
に
、
専
業
農
家
は
三
戸
だ

け
で
あ
る
。
ま
た
、
高
柳
に
は
自
営
兼
業
と

し
て
、
原
縄
生
産
・
加
工
、
縫
製
業
、
ブ
ロ

ッ
ク
建
築
、
造
園
業
が
あ
る
。

高
柳
の
交
通
の
便
は
、
集
落
内
で
県
道
二

本
が
交
錯
し
、
い
ず
れ
も
県
道
芦
原
街
道
か

ら
は
ず
れ
て
三
国
町
へ
む
か
う
道
路
と
な
っ
て

お
り
、
福
井
市
街
ま
で
車
で
四
○
分
、
日
常
の

購
買
を
お
こ
な
う
三
国
町
市
街
ま
で
車
で
一
○

～
一
五
分
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ス
が
三
国

町
か
ら
京
福
電
鉄
三
芦
線
の
西
長
田
駅
、
春

(65）

坂井町木部については昭和55年センサスよ

Ｆ１ 数

計

専業

第一種兼業

第二種兼業

非農家

９
３
１
８
８

６
２
３

経営規模 坂 井町 坂井町木部
高 柳

田畑計 田

計 1,528戸(100.0％） 386戸(100.0％） 61戸(100.0％） 61戸(100.0％）

Ⅵ５反未満 135（８．８） 2６（６．７） ５（８．２） ５（８．２）

Ｖ５～１０反 223（１４．６） 4５（１１．７） ６（9.8） ６（９．８）

Ⅳ１０～１５反 417（２７．３） 100（２５．９） 1１（１８．０） 1１（１８．０）

Ⅲ１５～20反 498（３２．６） 125（３２．４） 1８（２９．５） １８（２９．５）

II20～25反 205（１３．４） 7１（１８．４） 1６（２６．２） １７（２７．９）

125反以上 4０（2.6） 1８（４．７） ５（８．２） ４（６．６）

30反以上 1０（０．７） １（０．３）

例 外規定

Akita University



昭和56年２月

(66）

表３高柳農家の耕地所有概要

経営
階層

世帯
番号

経営耕地規模

田、２ 畑、２

世帯主
年齢

その他農業
副業

自営兼業

経営
階層

世帯
番号

経営耕地規模

田、２ 畑、２

世帯主
年齢

その他農業
副業

自営兼業

Ｉ

⑬
⑪
⑥
⑫

2７，６３０

２７，０１２

２６，３９３

２５，７７３

434

475

７１０

４５４

２
０
８
３

７
４
３
６

純
縄

IＩ

⑤
⑮
⑬
⑲
⑫
⑮
⑮
④
⑮
⑳
⑳
⑭
⑪
⑯
⑬
、
⑮

２３，９４５

２３，８２９

２３，２８０

２３，２１０

２３,０１６

２３，００７

２２，６１７

２２，６０９

２２，１９３

２２,００９

２１，４６７

２１，４３６

２１，２３７

２１，０６８

２０，８０７

２０，７３３

２０，１８９

1，０２８

４６７

３６３

３２２

３８２

４５７

５５５

３，５８０

397

433

276

316

448

391

266

626

340

８
３
２
３
０
９
８
０
１
３
２
３
６
４
３
６
１

５
５
５
５
５
７
４
５
５
４
３
５
４
５
５
６
６

棚

純加工

蝿加工
縫製

純

純

養豚

(世一壁職人）

縄

(世一大工）

純
蝿

ブロック業

(長男一大工）

棚

Ⅲ

⑳
⑨
⑯
⑳
⑰
①
⑭
⑳
⑳
②

１９，５２４

１９，４８４

１９，３４２

１９，１３８

１８，９９８

1８，７１２

１８，６９７

１８，４５５

１８，１９０

１７，１３５

７
０
２
６
２
３
９
２
１
１

０
４
９
７
６
５
７
３
１
９

４
４
３
５
３
６
３
４
５
１

４
１
６
５
２
９
８
４
１
２

５
６
３
５
６
４
４
４
５
４

９養豚
工

９

加

棚
純
棚
純
縄
純
純
縄
純

Ⅲ

⑭
③
、
⑳
⑲
⑫
⑲
⑬

１６，９７７

１６，４７４

１６，４１７

１６，３３９

１６,０８８

１６，０２７

１５，７２８

１５，２７６

７
６
６
０
１
３
５
２

１
４
９
２
０
４
８
２

３
３
１
３
３
３
２
４

９
２
２
２
３
５
４
７

４
７
４
５
５
５
４
４

縄・養豚

縄

細加工

棚

酪農

Ⅳ

②
⑦
⑰
⑱
⑳
⑧
⑱
⑬
⑫
⑬
⑲

１３，５５５

１３，４７０

１３，１７９

１３，０７６

１１，５１２

１１，４３２

１１，３９０

１１，１７２

１１，０４０

１０,０２４

１０，０１９

383

266

147

317

201

146

257

9９

4９

1７９

２４０

７
７
８
０
４
９
９
２
５
８
２

４
５
５
５
５
４
３
３
５
４
５

純
純
純

蝿

雑貨，酒
理美容

縄

９

(世一大工）

棚

Ｖ

⑰
⑭
⑳
⑰
⑳
、

９，４００

９，２８９

７，９２０

７，８１０

７，５５０

６，０８３

2１３

１５８

２４７

１９７

０

4９

１
７
６
８
２
１

６
５
４
６
４
５

造園

(世一大工）

Ⅵ

⑳
⑳
⑰
⑲
⑬

４，７０９

４，５１５

３，３８７

１，９６９

１，９１６

200

4２

285

4９

1２２

９
４
６
１
９

６
５
５
５
６

雑貨店

飲食店

菓子店

Akita University



表
２
．
３
に
坂
井
町
・
木
部
地
区
お
よ
び
高
柳
の
経
営
耕
地
規
模
別
農
家
戸

数
と
耕
地
所
有
概
要
を
示
し
た
が
、
以
下
で
は
農
民
諸
階
層
の
農
業
生
産
を
め

ぐ
る
協
同
の
要
求
が
村
落
内
部
で
ど
の
よ
う
に
た
ち
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
を
み

る
た
め
に
、
水
田
の
経
営
耕
地
規
模
一
一
・
五
町
～
三
町
居
を
Ｉ
層
、
一
一
町
～
二

・
五
町
居
を
Ⅱ
層
、
一
・
五
～
二
町
居
を
Ⅲ
層
、
一
町
～
一
・
五
町
層
を
Ⅳ
層
、

五
反
～
一
町
層
を
Ｖ
層
、
五
反
未
満
居
を
Ⅵ
層
と
六
階
層
に
分
け
て
分
析
を
す

す
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
高
柳
農
家
の
農
業
経
営
に
た
い
す
る
一
般
的
傾
向
を
知
る
う
え
で
、

最
近
に
お
け
る
土
地
所
有
の
変
化
と
耕
地
の
貸
借
関
係
お
よ
び
農
作
業
の
受
委

階層別土地移動件数(部落内関係戸）表４

(67）

(注）世帯番号で数字の多い世帯が前に出ているものは件数が重複しているも

のである。なお，件数が23件より少ないのは，転出戸，福井市在住戸，

県開発公社が介在するものがあることによる。

離
し
た
も
の
で
あ
り
、
⑬
⑲
⑳
の
三
戸
は
い
ず
れ
も
自
営
兼
業
部
門
の
増
強
資

金
捻
出
の
た
め
に
耕
地
を
手
離
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

耕
地
の
貸
借
関
係
は
、
後
述
す
る
昭
和
五
四
年
の
土
地
改
良
事
業
実
施
直
前
、

６

開
発
公
社
関
係
を
除
く
と
一
一
一
一
件
あ
り
、
す
べ
て
部
落
内
農
家
の
関
係
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
上
位
の
階
層
が
借
り
て
い
る
も
の
は
、
＠
が
分
家
⑳
に
贈
与
し
た
耕

地
を
そ
の
ま
ま
耕
作
し
て
い
る
一
件
だ
け
で
あ
り
、
同
位
の
階
層
間
は
二
件
、

下
位
の
階
層
に
貸
し
て
い
る
も
の
が
一
○
件
で
あ
る
（
表
５
）
。

さ
ら
に
農
作
業
の
受
委
託
に
つ
い
て
み
る
と
（
表
６
）
、
⑯
は
妻
の
病
気
に
よ

っ
て
昭
和
五
三
年
か
ら
委
託
に
出
す
よ
う
に
な
り
、
⑲
は
タ
ク
シ
ー
会
社
勤
務

が
忙
し
く
七
年
ほ
ど
続
い
て
お
り
、
＠
も
仕
事
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

⑫
と
⑲
以
外
に
恒
常
的
に
委
託
す
る
農
家
は
な
い
。
ま
た
、
⑫
と
⑱
は
兄
弟
で

あ
り
、
こ
れ
を
除
い
て
階
層
を
み
る
と
、
⑯
が
Ⅱ
層
、
⑫
⑲
が
Ⅳ
層
で
、
受
託

農
家
は
Ｉ
層
が
一
戸
、
Ⅱ
層
が
三
戸
、
Ⅲ
層
が
二
戸
と
な
り
、
⑯
が
Ⅲ
層
の
一
一

戸
に
分
け
て
委
託
し
て
い
る
以
外
は
上
層
に
委
託
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
協
へ

の
委
託
に
つ
い
て
は
表
７
に
示
し
た
が
、
高
柳
農
家
の
農
協
委
託
は
収
穫
・
カ

ン
ト
リ
ー
委
託
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
例
年
委
託
し
て
い
る
の
は
⑦

③
⑳
⑳
⑳
⑬
＠
の
七
戸
で
あ
り
、
そ
れ
は
家
族
員
の
恒
常
的
勤
務
に
よ
る
も
の

の
い
ず
れ
も
規
模
縮
少
の
意
思
は
な
い
。
そ
の
ほ
か
に
一
般
的
傾
向
は
み
い
だ

せ
ず
、
農
協
へ
の
作
業
委
託
は
そ
の
年
々
の
家
族
員
の
労
働
力
事
情
に
よ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
経
営
階
層
別
に
み
た
の
が
表
８
で
あ
り
、
Ⅳ
層
Ｖ
層
が

多
く
、
農
外
就
労
と
の
兼
ね
あ
い
に
お
け
る
農
家
経
営
規
模
の
限
界
を
示
唆
し

て
い
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
坂
井
町
農
協
の
作
業
受
託
は
、
昭
和
四
五
年
の

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
完
成
と
と
も
に
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
三

基
あ
っ
て
、
こ
れ
を
利
用
し
た
乾
燥
調
整
は
昭
和
五
四
年
、
五
、
六
三
四
ト
ン

７

と
急
増
し
た
が
、
昭
和
五
○
年
以
降
の
他
の
作
業
受
託
は
ほ
と
ん
ど
停
滞
し
て

８

い
ふ
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
作
業
受
託
は
兼
業
農
家
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
農
協
で
は
こ
の
受
託
事
業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
方
向
は

と
っ
て
お
ら
ず
、
い
わ
ば
仲
介
役
を
は
た
す
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
高
柳
で
は

託
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

昭
和
四
四
年
か
ら
五
五
年

ま
で
の
高
柳
に
お
け
る
耕
地

移
動
件
数
は
計
三
六
件
あ
る

が
、
う
ち
交
換
と
自
己
所
有

の
転
用
を
除
く
一
一
三
件
に
つ

い
て
、
譲
受
者
の
経
営
階
層

別
に
み
る
と
表
４
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
譲
受
者
の
う

ち
⑤
⑳
⑳
⑳
⑬
⑳
＠
の
七
戸

は
⑳
以
外
は
す
べ
て
Ⅱ
層
で

あ
る
。
ま
た
、
⑨
⑰
、
⑳
⑳
＠

は
ハ
サ
場
の
畑
や
苗
代
の
わ

ず
か
な
売
買
で
あ
り
、
⑯
は

県
公
社
へ
の
譲
渡
に
よ
る
買

い
も
ど
し
で
あ
る
。
譲
渡
者

で
は
、
⑰
は
一
時
不
動
産
業

を
個
人
で
経
営
し
、
そ
の
債

務
弁
済
の
た
め
に
か
な
り
手

現経営階層 譲渡件数（譲渡者） 譲受件数（譲受者）

計

Ｉ

Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ

その他(現非農家）

10戸

１（⑳）

３(⑯⑨⑫）

2(⑬⑲）

１（⑰）

2(⑲⑳）

１（⑳）

件1５

－
１
４
２
５
２
１

15戸

６(⑳⑤⑳⑬⑱②）

２（⑨⑯ ）

ｌ （⑳）

３（⑰⑭、）

１ （⑲）

２（⑰⑳）

16件

’
７
２
１
３
１
２
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(68）

(注）Ａ：シンセキＢ：トナリＣ：班Ｄ：同行仲間Ｅ：友人また，土地改良事業にさいしての処理とは，

換地配分のためにそれまでの貸借関係を解消するか否かを当事者間で決めたことをいう。

⑳
と
⑮
が
農
協
か
ら
作
業
を
請
負
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
柳
の
農
業
経
営
の
変
化
は
、
耕
地
移
動
と
し
て
の
自
営
兼

業
部
門
の
増
強
の
た
め
の
耕
地
処
分
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
他
産
業
就
業
に
よ

る
処
分
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
、
上
向
志
向
も
「
二
町
あ
れ
ば
一
人
前
」
と

い
う
こ
と
ば
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ⅲ
層
か
ら
Ⅱ
層
へ
の
志
向
ま
で
で
あ
ｑ

そ
れ
以
上
積
極
的
に
購
入
す
る
動
き
は
現
在
の
と
こ
ろ
生
じ
て
い
な
い
。
そ
の

意
味
で
は
耕
地
所
有
の
現
状
に
も
と
づ
く
農
外
就
労
の
あ
り
方
に
よ
る
作
業
委

表６作業委託（個人）

(注）昭和55年は土地改良事業のため除く

表５高柳耕地の貸借関係

昭和 ５ ３ 年

委託 受託 数量

昭和５４年

委託 受託 数量

耕うん整地 ⑱
⑲

⑫
⑤

5反

9.9反

⑱
⑲

⑫
⑤

5反

9.9反

育苗・田植 ⑯
〃
⑫

、
⑳

、⑮

１０反

5反

5反

⑯
〃
⑫

⑪
⑳

⑳⑮

１０反

･５反

5反

刈りとり ⑲ ⑬ 9.9反 ⑲ ⑬ ９．９反

刈りとり・乾燥 ⑯

〃

⑳
、

5反

１０反

⑯

〃

⑳
、

5反

１０反

全作業委託 ⑲ ⑳⑪⑳ 1.9反 ⑲ ⑬⑳⑳ 1.9反

貸付者

世帯
番号

経営
階層

借受者

世帯
番号

経 営
階層

地目 面積、’ 関係の内容
土地改良事業に
さいしての処理

⑥
⑰
〃
⑳
〃
⑳
⑳
⑮
⑰
⑨
〃
〃
〃
⑯

１
Ｖ
〃
Ⅲ
〃
Ⅳ
Ⅲ

1１

IＩ

〃

〃

〃

IＩ

⑰
⑳
⑰
⑲
〃
⑳
⑳
⑬
⑪
⑬
⑪
⑭
⑫
⑰

Ｖ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅲ
〃
Ｖ
Ⅵ
Ⅳ
Ｉ
Ⅳ
Ⅱ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ

田

〃

ノノ

ノノ

畑

田

〃

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

苗代

田

５
５
０
０
９
０
５
０
８
８
５
１
０
０

１
５
４
０
４
０
１
０
４
６
２
９
５
４

５
２
２
０
０
４
０
５
９
９
９
２
２

９

９
９
７
，
，

２
１
２
２
１
１

ＢＤ

ＡＣＤ

Ａ

ＢＣＥ

〃〃ノノ

ＡＢＣＤ

ＡＣ Ｄ

Ａ

Ａ ＣＤ

旧地主・小作関係

仕事場トナリ，

C,⑭の妻かつて奉公していたり

，

Ｄ・苗代共同・耕地近接

借金のカタのため解消

兄弟であり継続

継続

無償で解消

〃

継続

現１代限りで継続

面積７：３で解消

継続

面積７：３で解消

〃

無償で解消

面積７：３で解消

無償で解消
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乾燥機

I耕うん
，トラク

田植機

表７ 農協委託状況

●
一

機
タ

う
し
た
状
況
の
も
と
で
の
高
柳
に
お
け
る
農
機
具
の
導
入
は
、
昭
和
三
一
年
に

最
初
の
耕
う
ん
機
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
は
昭

和
四
○
年
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
図
１
に
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
バ
イ

ン
ダ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
お
よ
び
乾
燥
機
の
導
入
状
況
を
示
し
た
が
、
昭
和
四
○

(注）昭和55年は高柳の土地改良鵠業のため除く

図１農業機械導入状況 表８農協委託農家の経営階層別戸数

ﾀ゙ ー

％
％
％
％
％
０
８
３

０
０
０
０
０

０
８
６
４
２

昭和
50年

託
が
主
流
で
あ
り
、
し
か
も
高
柳
で
は
作
業
委
託
が
経
営
委
託
に
移
行
す
る
ケ

ー
ス
は
な
く
、
ま
た
委
託
先
農
家
を
固
定
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
二
戸
だ
け
で

あ
る
。高

柳
に
お
け
る
農
業
経
営
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ

昭和
55年

インコンパ

パ イ ン

(69）

昭和

45年
昭和
35年

昭和
40年

召和
１年

昭和５１年

世帯番号 数量

昭和 ５ ２ 年

世帯番号 数量

昭和５３年

世帯番号 数量

昭和５４年

世帯番号 数量

耕うん整地

芽だし 、 100枚

育 苗 ⑳ 177枚 ⑮
⑫

79枚

２枚

⑳
⑪
⑱

60枚

270枚

13枚

⑦
⑧
⑳
⑪
⑯

文
文
文
文
文

＃
ト
ト
ｉ
＃

５
５
皿
、
５

育苗・田植 ⑦
⑬
⑳
⑲

反
反
反
反

５
３
２
２

⑦ ２反 ⑦
⑳

反
反

３
２

⑳
⑫

2.2反

１０．８反

防 除

収穫→カントリー ⑦
⑧
⑳
⑳
⑳
⑳
⑬
⑰
⑰

3.7反

１０反

7.5反

２反

6.5反

反
反

２
９

7.4反

６反

⑦
⑧
⑳
⑳
⑳
⑳
⑬
⑰
⑰

反
反
反
反
反
反
反
反
反

７
，
５
２
５
３
ｍ
５
４

５
７
２
６
６

⑦
⑧
⑳
⑳
⑳
⑳
⑬
⑰
⑳

反
反
反
反
反
反
反
反
反

１
８
５
５
２
４
０
３
８

．
１
．
．

７
９
７
３
４
５

⑦
⑧
⑳
⑳
⑳
⑳
⑬
⑰

６６２反

１１反

6.5反

5.8反

４反

6.4反

１０反

４反

カン ト リ ー の み ⑬ ７反 ⑬ ７反 ⑪ ３反

計 昭5１ 昭5２ 昭5３ 昭5４

計 14戸 13戸 15戸 17戸

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ

３
２
５

3１

１４

４

８
５
１

１
１

７
３
１

１

２
８
３
１

１
１
３
８
３
１
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ａ
農
業
生
産
活
動
を
め
ぐ
る
「
仲
間
」
関
係

高
柳
で
は
、
右
の
農
機
具
を
め
ぐ
っ
て
複
雑
な
共
有
関
係
が
み
ら
れ
、
通
称

「
機
械
仲
間
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
表
皿
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
計
三
一
件

の
現
在
の
共
有
関
係
の
う
ち
、
ひ
と
つ
の
共
有
関
係
が
一
一
、
三
の
農
機
具
を
重
複

し
て
共
有
す
る
の
は
⑳
⑮
の
田
植
機
と
コ
ン
バ
イ
ン
、
⑬
＠
の
ト
ラ
ク
タ
ー
と

コ
ン
バ
イ
ン
だ
け
で
あ
り
、
農
機
具
毎
に
仲
間
が
異
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ

れ
を
一
括
し
て
経
営
階
層
別
に
み
る
と
（
表
Ⅱ
）
、
重
複
を
除
き
、
Ｉ
層
が
四
戸
、

Ⅱ
層
が
一
四
戸
、
Ⅲ
層
が
一
六
戸
、
Ⅳ
層
が
九
戸
と
な
り
、
仲
間
関
係
を
も
た

な
い
農
家
が
Ｉ
層
は
な
く
、
Ⅱ
層
三
戸
、
Ⅲ
層
一
一
戸
、
Ⅳ
層
が
一
一
戸
な
の
に
た

い
し
て
、
逆
に
Ｖ
層
で
仲
間
関
係
に
入
っ
て
い
る
農
家
は
一
戸
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
関
係
の
内
容
別
に
み
る
と
、
村
落
内
シ
ン
セ
キ
と
後
述
す
る
同
行
が

一
四
件
、
次
い
で
班
の
一
三
件
、
以
下
ト
ナ
リ
の
五
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
新
た
な
農
機
具
共
同
の
関
係
は
例
外
は
あ
る
も
の
の
村
落
内
農
家
で
結

ば
れ
、
Ⅳ
層
以
上
の
多
く
が
加
入
し
、
そ
の
結
び
つ
き
も
個
別
階
層
に
限
定
し

階層別農機具所有状況表９

(70）

昭和56年２月現在

て
い
な
い
。
他
部
落
と
の
仲
間
関
係
は
一
一
一
戸
で
、
い
ず
れ
も
隣
部
落
に
居
住
す

る
妻
方
の
関
係
戸
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
関
係
は
日
常
の
生
活
を
め
ぐ
る

協
同
の
関
係
を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の
高
柳
に
お
け
る
農
機
具
共
同
の
関
係
は
流
動
的
で
あ
る
。
農
機
具

導
入
の
当
初
か
ら
共
有
が
多
く
、
農
機
具
の
更
新
毎
に
相
手
が
変
わ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
ま
だ
使
え
る
と
思
う
者
、
新
し
い
機
種
が
ほ
し
い
と
思
う
者
、
こ
れ

ら
が
入
り
混
っ
て
そ
の
時
点
で
の
機
械
仲
間
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
現

在
で
は
機
械
化
一
貫
体
系
が
一
段
落
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
応
安
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
下
層
の
農
機
具
所
有
が
少
な
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
部
落
の
性

格
の
中
で
、
気
楽
に
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

さ
ら
に
高
柳
に
は
い
く
つ
か
の
協
同
作
業
の
仲
間
が
あ
り
、
表
⑫
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
シ
ン
セ
キ
と
同
時
に
世
帯
主
の
個
人
的
交
友
関
係

に
も
と
ず
く
も
の
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
⑳
と
⑯
の
共
同
田

植
え
は
、
一
○
年
ほ
ど
前
か
ら
行
っ
て
い
る
。
ま
た
共
同
防
除
は
昭
和
三
○
年

か
ら
三
年
間
、
当
時
の
農
事
研
究
会
が
機
械
を
一
台
買
っ
て
行
っ
た
こ
と
に
は

じ
ま
り
、
一
一
一
三
年
に
は
そ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
て
部
落
全
体
で
さ
ら
に
一
台
を

購
入
し
部
落
共
同
で
の
防
除
が
五
年
間
続
い
て
い
る
。
し
か
し
小
型
機
の
改
良

と
共
有
機
械
の
消
耗
に
つ
れ
て
次
第
に
個
人
で
購
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和

三
八
年
に
は
解
消
し
、
現
在
は
⑬
と
⑲
の
一
件
が
共
同
防
除
を
行
っ
て
い
る
だ

け
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
協
同
関
係
の
ほ
か
に
高
柳
に
は
「
養
豚
の
仲
間
」
が
あ
る
。

高
柳
で
家
畜
を
飼
っ
て
い
る
農
家
は
現
在
四
戸
あ
っ
て
、
二
○
頭
の
乳
牛
を
飼

い
酪
農
経
営
を
行
っ
て
い
る
一
戸
（
⑬
）
と
、
養
豚
を
経
営
す
る
三
戸
（
④
⑭

⑳
）
に
分
か
れ
る
。
酪
農
家
は
昭
和
四
○
年
に
部
落
の
北
西
に
一
戸
で
牛
舎
を

建
て
、
養
豚
農
家
は
部
落
の
東
側
に
昭
和
三
九
年
、
当
時
四
戸
で
共
同
の
畜
産

団
地
を
つ
く
っ
て
い
る
。
そ
の
後
昭
和
四
二
年
に
一
戸
が
養
豚
を
や
め
た
が
、

そ
れ
ま
で
は
四
戸
の
養
豚
仲
間
が
年
に
一
度
、
家
族
ぐ
る
み
で
旅
行
を
し
て
い
た
。

年
代
後
半
に
は
機
械
化
一
貫
体

系
が
確
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
現

在
の
経
営
階
層
別
所
有
状
況
を

表
９
に
示
し
た
。
や
は
り
農
機

具
所
有
は
上
層
に
な
る
ほ
ど
多

く
、
Ⅱ
層
以
上
は
コ
ン
バ
イ
ン

を
持
た
な
い
農
家
が
一
戸
だ
け

で
あ
る
。
Ⅲ
層
は
田
植
機
が
一

戸
、
コ
ン
バ
イ
ン
が
五
戸
、
乾

燥
機
が
一
戸
に
非
所
有
が
み
ら

れ
る
。
な
お
、
農
機
具
所
有
に

お
け
る
高
柳
の
特
徴
と
し
て
当

初
よ
り
共
同
の
所
有
が
多
い
。

経営

階層

階層

別農

家数

トラク

ター

個人

所有
共有

田植機

個人

所有
共有

コンパ

イン

個人

所有
共有

乾燥機

個人

所有
共有

計
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ

－

１コ6１

４

７
８
１

１
１
１

６
５

一
Ｐ
１
Ｆ
ｂ
ｎ
ｄ
ｌ
２

ワ
］

１
△ 一

戸
３

９３

２
５

１
１

９

一
戸
２

９３

４
５

１
１

７

１

一
戸
２
３
２
１
１

９ １３戸

２
７
４
１
１

戸2０

２
９
９

51戸

４

1５

１７

９
４
２

一
戸
２

２
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(71）

(注）Ａ：シンセキＢ：トナリＣ：班Ｄ：同行仲間Ｅ：友人（昭和56年２月現在）

表１０機械仲間

農機具 機械仲間 関係の内 容 継続期間 経営階層

‐
卜
ラ
ク
タ
ー

④⑳

⑳＠⑳

⑨⑭⑳⑳

⑫⑮⑬⑫②

⑳⑭⑲

②⑧

⑳⑳⑮

⑬②

⑱③⑱

⑬⑯

⑱⑲⑰

①⑦⑳

⑫⑱

⑪⑲

Ｅ

Ａ(⑳、）Ｃ(⑳⑨）

Ａ(⑨⑭）Ｄ(⑨⑭⑳）Ｃ(⑭⑳）

Ｄ(⑫、,⑱、)Ｃ(⑫⑮,⑬、、）

Ｓ４９残った者どうし

Ｃ ９ ，

Ａ(⑳⑮）Ｄ(⑰⑳）Ｃ(⑳⑳）

Ａ
Ｄ
Ｃ

９
９

，

ＢＣ(⑱、）

D(⑲⑰）ＢＣ(⑱⑲）

Ａ(①⑳）近所づきあいＣ(①⑦)，，

Ａ
９

，

親の代からの共同（シンセキづきあい）

Ｉ
７

6(稲作協

業組合）

７
９
８
８
８
５
７
８
９
１０

IＩＩＩ

IIIIIII

IIIIIIIIIIII

IＩＩＩＩＩＩＩ

ⅣＩＩＩＩＩＩ

ⅣⅣ

IＩＩＩＩＩ

IＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩⅣ

ⅣⅢ

ⅣⅢⅣ

111ⅣⅢ

ⅢⅣ

IＩＩＩ

田
植
機

⑳
⑳
⑮
⑳

⑳
⑳
⑪
⑥
⑮他部落

Ａ，Ｂ，Ｃ，，土地貸借関係

Ａ
Ａ

妻の実家

皿
７
７
７
６

ＶⅣ

IＩＩＩＩ

ＩＩＩ

ＩＩＩＩ

ＩＩ

散粉機 ⑳⑲ ，
９

Ｅ ５ IＩＩＩ

コ
ン
（
〃
イ
ン

④⑲

⑮⑫

⑨⑭⑳

①⑳⑳

⑮
②
、
⑯

、
⑬
⑱
⑫
⑯他部落

⑮他部落

Ｅ 耕 地 近 接

Ａ

Ａ(⑨⑭），Ｄ(⑨⑭）

Ａ(①⑳）

Ａ
Ａ

９ ，

Ｂ（ムカイ）Ｃ

Ｃ ９ ，

妻の妹の婚家

妻の実家

８
６
６
５
３
７
８
３
４
８

IＩＩＩ

ＩＩＩＩ

IＩＩＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩＩＩＩＩ

ＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩＩＩ

ＩＩ

ＩＩ

モミスリ ⑲ ⑫ Ｂ
９ Ｃ ８ ⅣＩ

Akita University



４
高
柳
の
農
業
生
産
活
動
と
村
落

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
高
柳
の
農
業
生
産
活
動
を
め
ぐ
る
個
別
農

家
相
互
の
関
係
で
あ
る
が
、
次
に
、
そ
う
し
た
個
別
農
家
の
農
業
生
産
活
動
が

ど
の
よ
う
に
村
落
と
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

兵
庫
川
は
九
頭
龍
川
か
ら
引
水
す
る
耕
地
の
排
水
を
集
め
て
流
れ
る
川
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
か
っ
て
は
兵
庫
川
か
ら
の
引
水
が
可
能
に
な
る
の
を
待
ち
、

用
水
係
（
現
農
事
係
）
が
住
民
の
総
集
会
を
召
集
し
田
植
え
の
時
期
を
決
定
し
、

総
人
足
と
し
て
上
流
か
ら
一
斉
に
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
そ
の
必
要

も
な
く
な
り
、
田
植
え
も
各
戸
に
ま
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

機械仲間の階層別構成(田のみ）表

表１２農作業の共同

(72）

昭和56年２月現在）注）Ａ：シンセ キ ， 行Ｅ：友人

農
業
生
産
を
め
ぐ
る
条
件
の
変
化
に
よ
る
部
落
の
か
か
わ
り
の
変
化
で
あ
り
、

そ
れ
に
つ
れ
て
各
戸
の
生
産
の
あ
り
方
も
変
化
す
る
。
総
人
足
で
の
田
植
え
が

行
わ
れ
て
い
た
時
は
、
田
植
え
の
進
行
と
各
戸
の
耕
地
の
混
在
の
態
様
に
合
わ

せ
た
品
種
の
選
択
が
不
可
避
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
る
と
、
品
種

に
た
い
す
る
部
落
の
か
か
わ
り
も
消
失
し
、
各
戸
の
自
立
化
が
進
む
と
と
も
に
、

近
年
で
は
兼
業
労
働
と
の
時
間
的
配
分
の
な
か
で
品
種
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

９

ま
た
、
生
産
調
整
は
当
初
か
ら
各
戸
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
生
産
を
め
ぐ
る
村
落
の
か
か
わ
り
が
生
産
条
件
の
変
化

に
よ
っ
て
消
失
し
、
各
戸
の
自
立
性
の
増
大
を
招
来
さ
せ
る
が
、
な
お
村
落
と

の
か
か
わ
り
を
必
要
と
し
、
村
落
内
協
同
の
関
係
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
も

あ
る
。ま

ず
農
業
用
排
水
路
の
清
掃
が
あ
る
。
清
掃
は
高
柳
地
係
り
を
部
落
農
家
の

人
足
で
行
う
。
こ
れ
は
年
三
回
で
、
ま
ず
苗
代
田
に
水
を
引
く
直
前
、
現
在
は

三
月
の
最
終
日
曜
日
に
「
江
堀
」
を
す
る
。
田
植
え
が
終
り
、
水
草
が
生
え
て

く
る
と
「
江
ざ
ら
い
」
で
あ
る
。
そ
し
て
秋
の
刈
取
り
前
に
「
江
刈
り
」
を
す

る
。
各
「
地
係
り
」
を
、
班
ご
と
に
耕
地
を
区
切
っ
て
担
当
す
る
。
人
足
は
兼

業
労
賃
の
半
分
以
下
で
あ
る
が
、
総
人
足
の
日
は
農
外
の
仕
事
を
休
む
こ
と
が

原
則
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
○
年
以
前
に
は
高
柳
婦
人
会
が
江
刈
の
一
部
を

担
当
し
、
人
足
賃
を
婦
人
会
の
会
計
に
組
み
入
れ
て
い
た
が
、
主
婦
兼
業
の
進

行
と
と
も
に
行
な
わ
れ
な
く
な
り
、
班
だ
け
と
な
っ
た
。
農
道
の
砂
入
れ
も
班

ご
と
に
区
画
を
決
め
班
内
で
人
足
を
割
り
あ
て
る
。

さ
ら
に
、
部
落
の
か
か
わ
り
と
し
て
収
穫
米
を
各
戸
か
ら
部
落
内
に
あ
る
農

協
倉
庫
に
運
び
積
荷
す
る
「
米
出
し
」
が
あ
る
。
「
米
出
し
」
は
各
戸
の
脱
穀
・

調
整
の
終
了
予
定
日
を
勘
案
し
て
決
定
し
、
班
毎
に
人
足
を
集
め
て
行
う
。
終

了
後
、
や
は
り
班
毎
に
慰
安
を
す
る
。
多
く
は
近
く
の
温
泉
に
出
か
け
、
費
用

は
出
荷
俵
数
割
で
負
担
し
、
人
足
の
決
算
は
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
農
業
生
産
活
動
を
め
ぐ
っ
て
（
総
）
人
足
が
決
め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
「
作
業
止
」
の
日
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
作
業
止
は
「
農
休
み
」

経営階層 高柳戸数 機械仲間加入戸数

全体 61戸 44戸

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ

４

1７

１８

１
６
５

１

４
、

1４

１６

９
１
０

仲間 共同 の内容 関係の内容 経営階層

⑪
⑮
⑮
⑲

⑤
⑪
⑳
⑬

種まき ９ 苗代づくり

育苗・田植

田植

防除

ＡＥ

ＡＥ

Ｅ

ＤＥ（散粉機共同）

IＩＩＩＩ

ＩＩＩ

ＩＩＩＩＩ

ＩＩＩＩ
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割
で
自
己
負
担
分
に
充
当
す
る
。
日
ど
り
は
五
四
年
一
○
月
二
一
日
の
総
集
会

で
急
速
翌
日
か
ら
と
決
ま
り
、
一
三
日
か
ら
部
落
の
す
べ
て
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が

一
斉
に
耕
起
を
は
じ
め
て
い
る
。
高
柳
に
は
前
述
の
よ
う
に
農
機
具
を
共
同
で

所
有
す
る
家
と
個
人
所
有
の
家
と
が
あ
る
が
、
機
械
仲
間
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運

転
し
な
い
人
は
ス
コ
ッ
プ
で
畝
た
て
を
し
、
平
等
に
出
役
す
る
。
作
業
は
耕
起
、

種
ま
き
、
施
肥
で
五
日
間
か
か
り
、
そ
の
間
す
べ
て
総
人
足
で
あ
る
。
人
足
賃

は
特
別
に
男
五
、
○
○
○
円
、
女
四
、
○
○
○
円
と
し
初
集
会
決
議
金
額
よ
り

高
い
。
ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
経
費
は
一
時
間
単
位
で
計
算
す
る
。

こ
の
よ
う
に
土
地
改
良
事
業
に
お
け
る
部
落
決
定
は
大
き
な
比
重
を
占
め
、

以
上
の
ほ
か
費
用
負
担
、
役
員
の
選
出
、
苗
代
・
畑
面
積
の
決
定
、
農
機
具
共

同
置
場
、
換
地
、
神
社
有
耕
地
の
位
置
決
定
、
木
部
支
所
、
木
部
公
民
館
、
幼

稚
園
建
設
位
置
決
定
等
々
に
お
よ
び
、
と
く
に
換
地
は
換
地
委
員
を
選
出
し
、

一
任
し
て
い
る
。

注

山
東
十
郷
村
、
兵
庫
村
、
大
関
村
の
三
ケ
村
で
あ
る
。

②
町
政
は
昭
和
三
六
年
に
施
い
て
い
る
。

③
寛
政
年
間
に
輪
中
と
し
て
の
形
が
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

側
本
家
か
ら
の
贈
与
地
と
資
産
と
し
て
購
入
し
た
耕
地
を
当
初
か
ら
全
て
本
家

に
ま
か
せ
、
農
業
経
営
を
行
う
意
思
の
な
い
⑰
を
農
家
か
ら
除
く
こ
と
に
し
た
。

⑤
農
家
間
の
交
換
お
よ
び
開
発
公
社
の
道
路
用
地
代
替
地
獲
得
を
含
む
。

⑥
田
畑
を
一
括
し
て
貸
し
て
い
る
も
の
を
一
件
と
す
る
。

、
当
初
は
一
、
○
○
○
ト
ン
に
満
た
な
か
っ
た
。

⑧
昭
和
五
○
年
以
降
の
農
作
業
の
委
託
に
つ
い
て
は
、
育
苗
が
漸
増
し
て
い
る

も
の
の
、
耕
う
ん
整
地
、
田
植
、
防
除
に
目
立
っ
た
動
き
は
な
く
、
収
穫
作
業

は
む
し
ろ
減
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

⑨
高
柳
全
体
で
昭
和
五
三
年
度
は
一
町
九
反
、
昭
和
五
四
年
度
は
二
町
四
反
に

す
ぎ
な
く
、
す
べ
て
青
刈
り
で
、
酪
農
経
営
戸
⑬
に
飼
料
と
し
て
売
却
し
て
い

る
。

⑩
以
前
は
必
ら
ず
し
も
第
三
日
曜
に
限
ら
れ
ず
、
毎
月
一
日
と
成
人
の
日
、
一

(73）

と
も
呼
ば
れ
、
現
在
毎
月
第
三
日
曜
日
の
ほ
か
に
、
正
月
の
三
個
日
と
盆
の
八０

月
一
五
・
一
六
日
お
よ
び
区
民
運
動
会
、
小
学
校
体
育
会
の
開
催
日
が
加
わ
る
。

こ
の
よ
う
に
農
業
生
産
に
た
い
す
る
部
落
の
か
か
わ
り
は
、
江
堀
、
江
ざ
ら

い
、
江
刈
り
お
よ
び
農
道
の
砂
入
れ
、
米
出
し
の
総
人
足
や
農
休
み
等
の
執
行

に
見
ら
れ
る
が
、
農
休
み
を
除
き
、
班
毎
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
高
柳
で
は
昭
和
五
四
年
か
ら
圃
場
整
備
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

木
部
地
区
に
は
、
現
在
三
つ
の
土
地
改
良
区
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

高
柳
の
関
係
し
て
い
る
改
良
区
は
、
主
と
し
て
用
水
上
の
関
連
を
も
つ
海
ケ
崎

土
地
改
良
区
と
排
水
関
係
の
井
場
土
地
改
良
区
の
二
つ
で
あ
る
。
海
ケ
崎
土
地

改
良
区
は
、
坂
井
町
高
柳
、
木
部
東
、
下
兵
庫
の
一
部
、
三
国
町
池
見
の
計
一
一

四
○
・
六
町
に
掛
る
。
ま
た
、
井
場
土
地
改
良
区
は
坂
井
町
高
柳
、
今
井
と
三

国
町
池
見
、
川
崎
、
石
丸
、
油
屋
、
楽
円
の
計
八
部
落
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
改
良
区
は
大
正
二
年
に
一
反
区
画
の
耕
地
整
理
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
三
国
町
側
は
す
で
に
昭
和
五
一
年
に
圃
場
整
備
を

完
了
し
て
い
る
。
高
柳
で
も
当
時
施
行
の
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
投
票
が
行
わ
れ
否

決
さ
れ
た
も
の
の
昭
和
五
三
年
四
月
に
木
部
地
区
六
部
落
と
隣
接
す
る
春
江
町

堀
越
部
落
の
計
七
部
落
で
構
成
さ
れ
る
「
坂
井
町
西
部
土
地
改
良
区
設
立
準
備

委
員
会
」
を
結
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
格
的
な
事
業
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
役
員
を
委
員
長
が
高
柳
（
、
）
、
副
委
員
長
清
永
、
会
計
木
部
東
、

監
事
が
折
戸
と
泉
に
決
定
し
、
高
柳
内
部
で
の
委
員
長
に
⑤
が
あ
た
る
こ
と
に

な
っ
た
。
工
事
の
着
工
は
海
ヶ
崎
土
地
改
良
区
と
折
戸
、
清
永
、
島
で
構
成
さ

れ
る
坂
口
土
地
改
良
区
を
そ
れ
ぞ
れ
会
計
・
着
工
と
も
別
個
と
し
、
下
流
か
ら
実

施
す
る
。
し
た
が
っ
て
高
柳
が
初
年
度
か
ら
着
工
す
る
こ
と
に
な
り
、
高
柳
耕
地

分
一
一
一
五
町
（
三
分
の
一
）
を
生
産
調
整
に
合
わ
せ
昭
和
五
四
年
秋
か
ら
麦
を
植

え
、
五
五
年
着
工
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。
そ
の
作
業
は
、
刈
り
と
り
、
乾
燥
は

農
協
に
委
託
す
る
が
、
耕
起
と
種
ま
き
、
防
除
は
部
落
の
総
人
足
で
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
会
計
は
終
了
ま
で
収
益
を
部
落
で
管
理
し
、
終
了
時
点
で
反
別

Akita University



表１３原棚生産状況

月
二
五
日
の
「
天
神
講
の
日
」
、
春
分
の
日
、
盆
の
八
月
一
四
日
か
ら
二
○
日
ま

で
、
お
よ
び
坂
井
町
中
学
校
体
育
大
会
の
日
の
午
後
を
半
日
作
業
止
と
し
、
こ
の

ほ
か
毎
月
三
日
程
度
の
作
業
止
を
設
け
て
い
た
が
、
昭
和
四
四
年
以
降
次
第
に

少
な
く
な
り
現
在
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ⅲ
事
業
の
総
面
積
は
一
一
一
四
六
町
、
事
業
費
は
関
連
事
業
を
含
め
て
三
○
億
円
余
、

反
当
八
七
万
六
千
円
で
三
ケ
年
計
画
と
し
て
着
工
し
て
い
る
。

１
農
外
就
労
の
状
況
と
農
民
層

三
農
外
就
労
を
め
ぐ
る
村
落
内
社
会
関
係

前
章
で
は
、
農
業
生
産
活
動
を
め
ぐ
る

個
別
農
家
の
結
び
つ
き
と
村
落
と
の
か
か

わ
り
方
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
一
方
、

農
外
就
労
の
進
展
に
と
も
な
う
村
落
内
農

家
の
対
応
は
、
そ
れ
と
は
ま
た
違
っ
た
結
び

つ
き
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で

は
、
農
民
諸
階
層
の
農
外
就
労
の
動
向
と

そ
の
社
会
的
結
合
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

高
柳
農
家
の
農
外
就
労
は
、
や
は
り
昭

和
三
五
年
以
降
次
第
に
増
加
し
、
昭
和
五

五
年
に
は
一
戸
平
均
二
・
○
人
が
農
外
に

仕
事
を
求
め
て
い
み
。
次
に
そ
う
し
た
農

外
就
労
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、

そ
の
ま
え
に
高
柳
に
お
け
る
原
縄
生
産
に

つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

縄
生
産
は
坂
井
郡
一
帯
に
み
ら
れ
、
藩

政
期
の
こ
ろ
か
ら
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
き

た
。
高
柳
で
も
昭
和
四
○
年
代
ま
で
は
ほ

と
ん
ど
の
農
家
で
副
業
と
し
て
原
縄
を
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ビ
ニ
ー
ル
紐

の
生
産
増
加
と
コ
ン
バ
イ
ン
の
導
入
に
よ
る
藁
の
減
少
に
よ
り
、
そ
の
後
は
急

速
に
衰
退
し
て
い
る
。
現
在
で
は
高
柳
全
体
で
一
、
○
○
○
貢
か
ら
五
、
○
○

２

○
貫
を
生
産
す
る
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
ふ
。
表
旧
に
高
柳
に
お
け
る
原
縄
生

産
状
況
を
示
し
た
が
、
Ｉ
層
か
ら
Ⅳ
層
に
わ
た
っ
て
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
一
町
以
上
の
藁
を
な
っ
て
い
る
の
は
二
八
戸
の
う
ち
六
戸
で
あ
る
。

ま
た
続
柄
別
で
は
世
帯
主
が
か
か
わ
る
家
は
一
○
戸
、
妻
が
一
五
戸
、
母
が
一
五

戸
で
あ
り
、
主
と
し
て
中
高
年
女
性
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(昭和55年

(74）

経営階層 世帯番号 続柄 機械・種類 純生産面積

Ｉ ⑱
⑥

妻

父・母

機械・手差

手差

２ 町

２町５反

IＩ

⑤
⑫
⑮
⑯
⑳
⑳
、
⑪

母
母

妻
・
母
母
妻
妻
母
の
妻

妻
世

世 機械

手差

〃

機 械

(酒樽コモ）

機 械

〃

機械・手差

町
反
反
反
反
反
反
町

町５

２
４
３
３
２
２
１
２

Ⅲ

⑳
⑯
⑳
⑳
①
⑳
⑳
②
⑭
③
⑫

妻
妻
母
母
妻
妻
母

．
・
妻
・
母
母
の
・
母
・
・

世
世
妻
妻
世
世
世

差
差
差
械

〃

械・手

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

手
機
手
機

反
町
反
反
反
反
反
反
反
反
反

町３

２
１
５
１
３
５
７
２
３
５
４

Ⅳ

②
⑦
⑰
⑳
⑫
⑲

妻
妻
妻

母
妻
・
母
・
・

世
世
世

差
械
差
差
械
差

械・手

手
機
機
手
機
手

反
反
反
町
反
反

４
７
３
１
５
５

非農 ⑳ 妻の母 機械・手差 2反(購入）
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階
層
別
に
は
、
Ｉ
層
か
ら
順
に
Ⅳ
層
ま
で
の

全
戸
数
に
占
め
る
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
五
○
・

○
％
、
五
二
・
九
％
、
六
一
・
一
％
、
五
四

・
五
％
と
い
ず
れ
も
過
半
数
を
占
め
て
い
る

が
、
Ｖ
層
以
下
は
な
く
、
非
農
家
が
一
戸
で

あ
る
。生

産
さ
れ
た
原
縄
は
そ
の
ま
ま
で
は
市
場

に
出
せ
ず
、
加
工
機
を
通
し
て
整
え
る
。
こ

の
縄
加
工
機
は
終
戦
時
ま
で
は
三
国
町
の
業

者
が
三
国
、
木
部
地
区
の
原
縄
を
集
め
一
括

し
て
行
っ
て
い
た
が
、
終
戦
直
後
⑳
と
⑳
が

共
同
で
一
台
購
入
し
た
の
に
は
じ
ま
り
、
昭

和
二
四
年
⑳
が
一
台
、
翌
二
五
年
⑤
と
⑥
で

一
台
を
購
入
し
、
部
落
内
で
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
・
こ
の
三
台
が
昭
和
四
○
年
ま
で

続
く
が
、
四
○
年
に
⑤
⑥
、
⑳
が
や
め
、

か
わ
っ
て
高
柳
の
「
同
級
生
仲
間
」
の
⑳
⑳

（
二
台
）
⑲
が
そ
れ
ぞ
れ
に
購
入
し
、
⑳
が

一
台
を
増
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の

時
部
落
内
農
家
を
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に
応
じ

て
四
つ
に
分
割
し
、
原
縄
譲
渡
戸
を
確
保
し

て
い
る
。
現
在
も
そ
れ
は
基
本
的
に
は
く
ず

れ
て
い
な
い
が
、
⑲
は
そ
の
後
縫
製
業
に
重

点
を
移
し
、
昭
和
五
四
年
か
ら
は
縄
加
工
を

表１４経営階層別農外就業状況

(75）

退
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
余
剰
労
働
力
は
当
然
に
通
勤
兼
業
に
む

け
ら
れ
る
。

こ
の
農
外
就
労
に
つ
い
て
、
階
層
別
に
農
外
就
労
者
の
続
柄
と
就
労
形
態
を

み
た
の
が
表
ｕ
で
あ
る
。
ま
ず
世
帯
主
の
農
外
就
労
を
み
る
と
、
世
帯
主
の
平

(注）□は自営兼業従事者である。また，Ｏは自営兼業と臨時勤務の両方に従事し
ていることを示す。（昭和56年２月現在）

行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
他
の
加
工
戸
も
部
落
内
の
原
縄
生
産
の
減
少
に
よ
り

部
落
外
か
ら
も
買
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
⑳
は
半
分
、
⑳
⑳
は
八
割
を
占
め
て

い
る
。と

も
か
く
、
高
柳
に
お
け
る
主
要
な
副
業
で
あ
っ
た
原
縄
生
産
は
急
速
に
衰

経営
階層

続 柄
就業形態

計 恒常勤務 臨時勤務

Ｉ

世帯主

世帯主の妻

あととり

あととりの妻

３
２
２
２

⑥
⑫
⑫

⑪⑫

⑪⑥

⑱
⑬

IＩ

世 帯 主

世帯主の妻

あととり

あととりの妻

８
５

1３

４

国⑮画

国

⑤⑮⑬⑲⑫⑮④⑳⑪⑳四、

⑤⑬

⑮⑫⑮⑳、

⑮⑫⑮⑳

⑮

⑮⑯

Ⅲ

世帯主

世帯主の妻

あととり

あととりの妻

２
０
４

１
１
１

３

⑳

⑨
⑲
③

⑫
心
、
⑨

⑯⑳①⑭⑳②⑭③⑳⑲

⑳⑨⑳①⑭⑳②、⑲⑲⑭

⑳①⑭⑳⑭、⑳⑲⑲

⑯

Ⅳ

世帯主

世帯主の妻

あととり

あととりの妻

９
６
３
２

⑬画⑲

⑬

胴
卵
闘
伽

②⑱⑧⑫

⑳⑬⑫⑲

Ｖ

世帯主

世帯主の妻

あととり

あととりの妻

５
４
３
０

⑭⑳⑳回

⑭⑳

⑭⑰、

⑰

⑳、

Ⅵ

世帯主

世帯主の妻

あととり

あととりの妻

６
２
４
０

⑬

⑳⑰⑱⑳

⑳⑰図画回

回⑰
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昭和56年２月現在

表１５非農家の就業 状況

務
一
戸
で
あ
る
。
た
だ
、
Ⅵ
層
は
⑱
⑲
⑳
が
商
店
、
飲
食
店
経
営
で
あ
る
が
、

⑳
＠
は
臨
時
勤
務
で
あ
る
。
ま
た
、
世
帯
主
の
妻
は
Ｉ
。
Ⅱ
層
に
恒
常
勤
務
は

な
く
、
Ⅲ
層
に
一
戸
、
Ⅳ
。
Ｖ
層
に
二
戸
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、

あ
と
と
り
（
あ
と
と
り
予
定
の
女
子
を
含
む
）
の
農
外
就
業
は
計
三
九
人
で
あ

り
、
臨
時
勤
務
は
二
人
に
す
ぎ
な
い
。

さ
ら
に
、
高
柳
に
お
け
る
非
農
家
の
就
業
状
況
を
あ
げ
て
お
く
（
表
妬
）
。
こ

３

れ
ら
非
農
家
を
含
む
高
柳
の
農
外
就
労
地
を
み
る
ａ
、
木
部
を
除
く
一
一
一
国
町

へ
の
就
労
が
も
っ
と
も
多
く
一
一
一
三
人
を
数
え
、
次
い
で
福
井
市
の
一
一
一
○
人
と
な

り
、
木
部
を
除
く
坂
井
町
へ
は
一
九
人
に
す
ぎ
な
い
（
表
陥
）
。
こ
れ
を
続
柄
・

形
態
別
に
み
る
と
、
三
国
町
へ
の
就
労
は
世
帯
主
の
臨
時
勤
務
が
多
い
の
に
た

い
し
て
、
福
井
市
へ
の
就
労
は
世
帯
主
・
あ
と
と
り
そ
し
て
傍
系
成
員
を
中
心

１「

均
年
齢
は
昭
和
五
六
年
一
月
一
日
現
在
五
二
・
六
歳
で
あ
り
、
自
営
を
除
き
、

Ｉ
層
で
の
恒
常
勤
務
は
一
戸
に
た
い
し
て
臨
時
勤
務
は
二
戸
、
Ⅱ
層
も
恒
常
勤

務
一
戸
に
た
い
し
て
臨
時
勤
務
が
五
戸
、
Ⅲ
層
が
恒
常
勤
務
一
戸
に
た
い
し
て

臨
時
勤
務
が
二
戸
と
、
い
ず
れ
も
臨
時
勤
務
が
多
い
。
し
か
し
Ⅳ
層
に
な
る
と

恒
常
勤
務
と
臨
時
勤
務
が
そ
れ
ぞ
れ
四
戸
で
、
Ｖ
層
は
恒
常
勤
務
三
戸
臨
時
勤

自営兼業を除く

表１６農外就業先 形態

(注）非農家を含み

２
農
外
就
労
を
め
ぐ

る
村
落
内
社
会
関
係

昭和56年２月現在

と
す
る
会
社
へ
の
職
員
・

恒
常
勤
務
で
あ
る
。
ま
た
、

坂
井
町
は
役
場
・
農
協
、

誘
致
工
場
へ
の
勤
務
と
な

っ
て
い
る
。

高
柳
で
の
農
外
就
労
は
、
、

子
細
に
み
る
な
ら
ば
、
そ

こ
に
農
業
生
産
活
動
場
面

に
お
け
る
協
同
と
は
異
っ

た
意
味
で
の
複
雑
な
村
落

内
社
会
関
係
の
反
映
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
部
落

住
民
が
仕
事
場
を
同
じ
く

(76）

世帯
番号

世帯主
年 齢

世帯主就業

業種 形 勤務地

その他家族員就業

税納 業種 形態 勤務地

⑩ ７５ 農協用務員 常勤 高柳

⑳ 5１
（住］職）

土反井町役場
〃 坂井町 妻 中学校事務 常勤 坂井町

⑰ 5５ 中学校教諭 〃 三国町 妻

長男

小学校教諭

高 校 教 諭

〃

〃

三国町

坂井町

⑫ 3４ 木部郵便局 〃 高柳 妻 衛生組合 〃 坂井町

⑮ 7４ 住 職 妻

長男

長男の妻

保育所経営

住職

保育所

⑳ 3６ 酒伊精錬 常勤 福井市 妻
会計事F務
‘婆

所
務 常勤 三国町

⑬ 4８ 建 具 商 自営 長女 店員 〃 〃

⑮ 5０
フ津ノレト

エ望転
－ザ球

二手 臨時 三国町 妻 店員 〃 〃

就業先 人数計 職員・常勤 臨 時

計 136 8１ 5５

部 落内

坂 井町 木部

三国町木部

木部を除く坂井町

木部を除く三国町

その他隣接町

福井市

そ の 他

１２

１３

０

９
３
２
６

１
３
２
３

１

６
４
０

５
４
３
９

１
１
１
２

０

６
９
０
４

1９

９
７
１
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表１７仕事場を同じくする家々

(77）

昭和56年２月現在

い
つ
つ
現
在
の
構
成
を
つ
く
っ
て
き
た
場
合
で
も
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
新

し
い
生
活
交
渉
関
係
を
顕
在
化
さ
せ
て
は
い
な
い
。

む
し
ろ
、
高
柳
で
は
、
旧
来
の
日
常
の
交
渉
関
係
の
存
在
が
自
営
兼
業
部
門

内
に
お
け
る
部
落
住
民
の
一
雇
用
を
忌
避
す
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
部
落
内

に
は
自
営
兼
業
農
家
が
七
戸
あ
り
、
ま
た
非
農
家
の
経
営
が
一
戸
あ
る
が
、
う
ち

四
戸
が
人
を
一
雇
い
い
れ
て
い
る
。
ま
ず
④
の
縫
製
工
場
の
経
営
で
あ
る
が
、
前

に
も
述
べ
た
よ
う
に
現
在
部
落
内
農
家
か
ら
六
人
を
一
雇
っ
て
い
る
。
し
か
し
同

じ
班
の
家
か
ら
は
働
き
に
来
ず
、
ま
た
シ
ン
セ
キ
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
次
に

⑪
の
ブ
ロ
ッ
ク
経
営
で
あ
る
が
、
高
柳
と
木
部
東
の
境
に
仕
事
場
を
も
ち
、
労

働
力
は
家
族
労
働
力
（
片
手
間
に
保
険
集
金
を
し
て
い
る
父
と
世
帯
主
）
に
木

部
東
と
や
は
り
隣
部
落
の
今
井
か
ら
計
四
人
を
一
雇
用
し
て
い
る
。
今
井
か
ら
は

シ
ン
セ
キ
（
イ
ト
コ
の
女
性
）
が
二
人
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
木
部
東
（
男
二

人
）
は
関
係
性
は
な
い
。
こ
の
経
営
は
昭
和
三
○
年
か
ら
⑨
と
共
同
で
は
じ
め

て
い
る
が
、
⑨
は
す
ぐ
や
め
、
ま
た
、
当
初
は
部
落
内
農
家
が
手
伝
っ
て
い
た

が
次
第
に
他
部
落
の
住
民
に
移
行
し
た
。
⑰
の
経
営
す
る
造
園
業
は
、
家
族
労

働
力
の
世
帯
主
、
長
男
、
そ
し
て
妻
の
手
伝
い
を
基
と
し
、
当
初
か
ら
芦
原
町

か
ら
一
雇
用
し
て
い
る
。
現
在
二
人
一
雇
っ
て
い
る
が
人
手
が
足
り
な
い
時
は
坂
井

町
大
関
か
ら
一
雇
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
家
と
し
て
も
個
人
と
し
て
も
と
く
に

関
係
性
は
な
く
、
忙
し
い
時
で
も
部
落
外
に
人
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
慶
信

寺
の
住
職
が
昭
和
四
四
年
か
ら
保
育
所
を
経
営
し
て
い
る
。
三
人
い
る
保
母
は

す
べ
て
芦
原
町
か
ら
働
き
に
来
て
お
り
、
部
落
の
人
は
断
っ
て
い
る
。
ま
た
、

高
柳
に
は
大
工
を
し
て
い
る
家
が
四
戸
、
左
官
が
一
戸
あ
り
、
自
分
で
仕
事

を
請
負
っ
た
り
、
頼
ま
れ
て
手
伝
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
部
落
内
で
組
ん
で
い

る
の
は
⑱
と
、
で
、
こ
れ
に
他
所
の
シ
ン
セ
キ
一
人
が
加
わ
り
、
三
人
で
仕
事

を
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
に
部
落
内
仕
事
の
協
同
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
も
、
農
外
就
労
の
あ
り
方
に
日
常
の
村
落
内
社
会
関
係
が
強

く
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
部
落
に
お

け
る
資
本
ｌ
賃
労
働
の
関
係
は
本
来
的
な
労
使
関
係
と
し
て
は
あ
ら
わ
れ
な
い

す
る
家
々
を
表
Ⅳ
に
示
し
た
が
、
部
落
内
四
八
人
（
戸
数
で
は
三
五
戸
）
が
仕

事
場
に
お
い
て
も
接
触
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
と
く
に
Ｔ
建
設
、
Ｙ
組
の

二
つ
の
ま
と
ま
り
は
強
く
、
Ｔ
建
設
の
場
合
「
仕
事
仲
間
」
と
い
わ
れ
、
＠
の

運
転
す
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
っ
て
六
人
全
員
が
い
っ
し
ょ
に
で
か
け
る
。
そ

し
て
バ
ス
の
中
で
？
あ
る
い
は
仕
事
の
あ
い
間
、
帰
っ
て
か
ら
の
交
際
が
重
ね

ら
れ
、
こ
こ
で
の
話
し
合
い
が
そ
の
ま
ま
部
落
の
総
集
会
に
も
ち
こ
ま
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
は
、
仕
事
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新

し
い
交
渉
関
係
を
旧
来
の
交
渉
関
係
に
重
ね
て
い
く
こ
と
は
少
な
い
。
坂
井
町

役
場
や
農
協
、
環
境
衛
生
組
合
、
明
治
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
誘
致
工
場
）
の
場
合
の

よ
う
に
、
偶
然
い
っ
し
ょ
の
仕
事
場
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
と
ど
ま
ら

ず
、
副
縫
製
、
Ｔ
木
工
所
、
別
縫
製
で
働
く
主
婦
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
誘
い
合

地 区 勤務 先 勤務 Ｆ１． 続柄

部落 内 Sｉ縫製

木部郵便局

⑱の長男の妻

⑥⑳⑳⑲、妻

⑳⑳＠世

坂井町木部 Ｔ木工所

Sｕ縫製

①⑲⑳⑰妻，⑯長男の妻

⑭⑳⑱妻

坂井町 坂井町役場

坂井町農協

環境衛生組合

誘致工場

⑳世，⑯⑬⑳長男

⑤⑨⑯、長男

②長男の妻，⑫妻

③⑨長男の妻

三国町 設
組
設

建
建

Ｔ
Ｙ
Ｗ

②⑳⑳⑮⑰＠世

①⑳＠世

⑫妻，＠世

丸岡町 Ｕ土建 ⑨⑭⑲＠世,⑮長男，⑳母

芦原町 Ｎポ ン フ
。

⑫＠世
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四
高
柳
の
村
落
運
営
と
近
隣
関
係

の
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
使
双
方
が
部
落
の
生
活
連
関
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
を
避
け
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注

Ⅲ
傍
系
成
員
を
含
み
、
ま
た
、
次
に
述
べ
る
原
縄
生
産
を
除
い
て
い
る
。

②
最
盛
期
は
昭
和
四
八
年
ご
ろ
で
、
高
柳
全
体
で
六
万
貢
、
一
戸
平
均
し
て
一
、

○
○
○
貫
の
原
縄
を
生
産
し
て
い
た
。

③
傍
系
成
員
を
含
む
す
べ
て
の
農
外
就
労
者
に
つ
い
て
み
て
い
る
。

ｌ
高
柳
の
村
落
運
営
と
近
隣
組
Ｉ
班

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
高
柳
の
農
業
生
産
活
動
を
め
ぐ
る
協
同
関

係
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
常
の
交
渉
関
係
を
基
底
に
も
ち
、
ま
た
新
し
い
交
渉
関

係
を
形
成
し
て
ゆ
く
の
に
た
い
し
て
、
農
外
就
労
を
め
ぐ
る
関
係
は
そ
う
し
た

結
び
つ
き
を
薄
く
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
高
柳
に
お
け
る
村
落
全
体

の
意
思
決
定
の
あ
り
方
と
日
常
の
生
活
交
渉
関
係
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
と
り

わ
け
高
柳
に
あ
っ
て
は
、
村
落
運
営
に
お
い
て
も
、
日
常
の
交
渉
関
係
に
お
い

て
も
、
近
隣
組
Ⅱ
班
の
機
能
を
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
点
に
焦
点

を
あ
て
な
が
ら
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
村
落
運
営
の
組
織
で
あ
る
が
、
農
地
改
革
以
前
、
高
柳
に
は
酒
造
業
を

営
み
二
○
町
歩
余
を
所
有
し
た
農
家
が
一
戸
あ
っ
た
が
、
昭
和
初
期
に
は
東
京

都
に
転
出
し
、
他
に
大
き
な
土
地
所
有
者
も
な
く
、
二
町
以
上
の
土
地
所
有
者

が
「
頭
分
」
と
し
て
村
落
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
。
終
戦
当
時
一
四
戸
を
数
え
、

「
む
ら
の
四
役
」
を
は
じ
め
と
す
る
主
な
役
職
は
彼
ら
の
ま
わ
り
も
ち
で
あ
り
、

頭
分
の
寄
合
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
「
走
り
」
を
介
し
て
住
民
に
知
ら
さ
れ
た
。

「
走
り
」
に
は
年
二
俵
が
与
え
ら
れ
、
頭
分
が
負
担
し
た
。
し
か
し
戦
後
農
地

改
革
に
よ
っ
て
二
町
以
上
の
土
地
所
有
者
が
多
く
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

昭
和
一
一
三
年
、
村
落
の
全
般
に
わ
た
る
決
定
は
全
戸
参
加
の
も
と
で
の
「
総
集

会
」
に
よ
る
こ
と
に
な
り
、
役
員
も
頭
分
に
か
わ
っ
て
選
挙
に
よ
る
む
ら
の
四

役
と
「
行
政
委
員
」
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

総
集
会
は
毎
年
一
月
五
日
に
行
わ
れ
る
初
集
会
と
そ
の
他
臨
時
に
開
か
れ
る

総
集
会
に
分
け
ら
れ
る
。
初
集
会
は
戦
前
か
ら
頭
分
に
よ
っ
て
も
開
か
れ
て
お

り
、
し
ば
ら
く
は
一
月
六
日
だ
っ
た
が
、
世
帯
主
の
通
勤
兼
業
の
増
加
と
と
も

に
昭
和
四
八
年
に
一
月
五
日
に
変
更
さ
れ
た
。
初
集
会
は
新
年
会
を
兼
ね
、
午

後
一
時
半
に
部
落
全
戸
の
世
帯
主
が
集
ま
り
、
年
賀
の
挨
拶
と
新
役
員
・
委
員

の
選
挙
の
後
会
食
に
移
る
。
準
備
は
前
年
区
長
が
担
当
し
、
前
年
区
長
の
も
っ

と
も
近
い
シ
ン
セ
キ
に
手
伝
い
を
頼
む
が
、
人
足
と
し
て
二
人
分
支
給
さ
れ
る
。

昭
和
五
五
年
高
柳
区
初
集
会
決
議
事
項

Ｌ
耕
転
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
で
、
作
物
等
に
被
害
を
与
え
た
場
合
は
弁
償
す
る
こ

と
。
２
小
江
の
江
堀
は
、
地
係
を
各
自
定
め
ら
れ
た
日
時
ま
で
に
す
る
こ
と
。
３
農

道
の
破
損
し
て
い
る
所
は
、
３
月
中
に
地
係
を
各
自
が
補
修
す
る
こ
と
。
４
小
江
の

止
口
で
破
損
し
て
い
る
所
は
、
修
理
す
る
こ
と
。
５
公
民
館
の
年
貢
は
、
年
２
俵
神

社
へ
収
め
る
こ
と
。
６
駐
車
場
貸
料
は
、
年
間
一
台
五
、
○
○
○
円
と
し
、
暮
盛
に

徴
収
す
る
。
Ⅵ
毎
月
の
水
道
基
本
料
、
ゴ
ミ
収
集
料
は
、
一
月
か
ら
七
月
分
ま
で
は

４
月
に
徴
収
し
、
８
月
か
ら
旧
月
分
ま
で
は
盆
盛
に
徴
収
す
る
。
８
農
休
日
は
別
表

の
と
お
り
と
し
、
区
民
運
動
会
、
小
学
校
体
育
会
開
催
日
は
、
一
日
作
業
止
と
す
る
。

９
人
足
の
賃
金
は
一
日
三
、
○
○
○
円
と
す
る
。
皿
小
江
の
江
刈
、
江
堀
り
を
定
め

ら
れ
た
期
限
ま
で
に
出
来
な
い
時
は
、
人
足
で
す
る
。
（
費
用
地
係
負
担
）
Ⅱ
農
道
は

ふ
み
起
さ
な
い
事
、
ヌ
ク
イ
通
り
腹
付
す
る
こ
と
。
岨
総
集
会
の
出
席
率
を
揚
め
る
た

め
、
出
席
者
に
人
足
賃
と
し
て
三
○
○
円
支
給
す
る
こ
と
。
旧
行
政
委
員
手
当
は
年

間
三
、
○
○
○
円
と
し
、
班
長
手
当
は
年
間
五
、
○
○
○
円
と
す
る
。
監
査
委
員
２

名
の
選
出
は
班
長
の
協
議
に
よ
り
、
役
員
、
行
政
委
員
を
除
く
区
民
よ
り
選
出
す
る

こ
と
。
（
監
査
員
に
人
足
を
つ
け
る
）
旧
初
集
会
は
、
一
月
五
日
に
開
催
す
る
こ
と
。

陥
区
内
で
火
災
発
生
の
際
は
、
各
家
庭
常
備
の
消
火
器
を
持
参
し
て
、
現
場
へ
急
行

す
る
こ
と
。
（
使
用
後
の
経
費
は
区
が
負
担
す
る
）
掲
水
期
に
は
防
火
用
水
の
確
保
を

は
か
る
。
近
隣
の
部
落
で
火
災
発
生
の
際
は
、
月
番
の
班
長
が
ハ
タ
、
提
灯
を
現
場

も
近
い
シ
ン
セ
キ
に
手
伝
い
を
頼
む
が
、
人
足
と
し
て
二
人
分
支
給
さ
れ
る
。

昭
和
五
五
年
の
高
柳
の
初
集
会
決
議
事
項
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

(78）
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囚

へ
持
参
す
る
こ
と
。
Ⅳ
ト
ラ
ク
タ
ー
等
で
、
他
人
の
田
畑
を
通
っ
た
時
は
、
必
ず
後

仕
末
を
す
る
こ
と
。
肥
公
民
館
の
借
用
料
は
、
一
日
五
、
○
○
○
円
以
上
、
半
日
三
、

○
○
○
円
以
上
と
す
る
。

高
柳
区

班構成と同行仲間別世帯図２

５

註）同行仲間は○西岸寺△慶偏寺口常照寺

○演仙寺の同行であることを示す

(79）

|Ｉ
２班 １班

２

ヨ、

こ
の
初
集
会
決
議
事
項
を
み
る
と
農
道
の
砂
か
ら
公
民
館
の
年
貢
、
火
災
時

の
対
応
ま
で
広
く
高
柳
の
生
活
場
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
部
落
費
の
決
算
は
八

月
と
十
二
月
に
盆
盛
と
暮
盛
と
称
し
て
、
部
落
全
戸
が
部
落
公
民
館
に
集
ま
っ

て
行
う
。
部
落
会
費
は
一
戸
前
六
八
戸
と
半
戸
前
一
戸
が
あ
り
、
均
等
割
と
反

別
割
の
二
本
建
で
構
成
さ
れ
、
後
者
は
他
部
落
所
有
者
か
ら
も
徴
収
し
、
そ
の

分
に
つ
い
て
は
区
長
が
各
戸
を
ま
わ
っ
て
取
立
て
る
。
半
戸
前
は
半
額
で
人
足

も
免
除
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
年
金
、
各
種
税
は
毎
月
二
五
日
を
取
立
日
と
し
、

班
長
が
と
り
ま
と
め
る
。
ま
た
、
高
柳
部
落
の
収
入
は
、
珠
算
塾
使
用
料
、
公

民
館
使
用
料
、
小
学
校
江
掃
除
料
、
兵
庫
川
堤
防
掃
除
料
等
が
あ
る
。
支
出
は

部
落
公
民
館
や
部
落
内
街
路
灯
の
維
持
管
理
費
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
代
、
県
道
協

力
費
、
町
民
体
育
大
会
の
部
落
代
表
へ
の
補
助
、
農
道
橋
板
、
木
部
地
区
区
長

会
盛
、
農
道
砂
利
、
そ
の
他
飲
食
代
と
な
っ
て
い
る
。

む
ら
の
四
役
と
は
、
区
長
、
会
役
（
代
理
）
、
農
家
組
合
長
、
農
事
係
（
用
水

２

係
）
を
指
ｕ
、
ま
た
、
行
政
委
員
は
戦
前
の
頭
分
を
う
け
つ
ぎ
、
一
○
名
連
記

の
無
記
名
投
票
に
よ
っ
て
初
集
会
で
選
ば
れ
、
前
年
区
長
を
加
え
一
一
名
で
構

成
さ
れ
る
。
行
政
委
員
の
仕
事
は
、
む
ら
の
四
役
を
扶
け
、
行
政
委
員
会
を
開

い
て
総
集
会
へ
議
題
を
提
出
す
る
。
高
柳
に
お
け
る
村
落
の
内
部
運
営
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ら
む
ら
の
四
役
と
行
政
委
員
が
主
導
し
、
総
集
会
で
決
定
さ
れ
る

が
、
そ
の
実
施
主
体
が
班
で
あ
る
。

高
柳
の
班
の
成
立
は
昭
和
一
六
年
の
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
隣
保
班
の
設
置

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
当
時
は
な
お
頭
分
に
よ
る
重
立
支
配
が
続
い

て
お
り
、
ま
だ
村
落
運
営
の
下
位
体
系
と
し
て
作
用
す
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
前
述
の
総
集
会
、
む
ら
の
四
役
お
よ
び
行
政
委
員
の
制

度
が
確
立
す
る
と
、
走
り
も
廃
止
さ
れ
、
旧
隣
保
班
が
「
班
」
と
し
て
村
落
運

鰯

③
急

jL趣避

〆、、
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支
給
さ
れ
、
班
の
会
計
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
総
集
会
へ

の
欠
席
は
「
班
に
迷
惑
が
か
か
る
」
こ
と
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
出
席
す
る
。
こ

の
班
の
収
入
は
、
米
出
し
や
社
会
奉
仕
日
の
後
の
慰
安
・
海
水
浴
の
費
用
と
な

る
。
た
だ
、
総
集
会
で
割
り
当
て
ら
れ
た
人
足
の
賃
金
は
本
人
に
手
渡
す
。
そ

し
て
総
人
足
以
外
に
必
要
な
人
足
は
、
班
毎
に
輪
番
で
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

２
村
組
Ⅱ
同
行
仲
間

高
柳
で
家
を
何
ら
か
の
契
機
に
よ
っ
て
不
可
避
的
に
さ
ら
い
こ
む
も
の
に
、

前
節
で
の
班
と
と
も
に
、
現
在
、
真
宗
報
恩
講
を
め
ぐ
る
「
同
行
仲
間
」
が
あ

る
。
高
柳
の
住
民
は
、
西
岸
寺
、
慶
信
寺
、
常
照
寺
、
演
仙
寺
の
四
ケ
寺
の
檀

徒
に
な
っ
て
お
り
、
う
ち
西
岸
寺
、
慶
信
寺
の
二
寺
が
高
柳
に
あ
る
。
こ
れ
ら

高
柳
の
二
寺
は
東
本
願
寺
に
属
し
、
他
の
二
寺
は
西
本
願
寺
に
属
す
る
。
高
柳

で
は
こ
の
四
つ
の
檀
徒
集
団
を
同
行
仲
間
と
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
報
恩
講
を
行

う
。
報
恩
講
は
「
オ
コ
（
講
）
サ
ご
と
呼
ば
れ
、
寺
に
集
っ
て
行
う
「
初
お

講
」
と
、
世
帯
主
の
「
オ
ャ
ス
サ
ン
」
の
講
、
主
婦
の
講
が
あ
る
。
西
岸
寺
の

場
合
、
初
お
講
は
一
月
六
日
に
開
か
れ
、
同
行
仲
間
が
夕
方
寺
に
集
ま
り
、
説

教
を
聴
く
。
オ
ャ
ス
サ
ン
は
年
九
回
、
若
い
衆
は
年
二
回
、
主
婦
は
年
一
回
の

計
一
二
回
、
毎
月
二
七
日
の
晩
に
行
わ
れ
る
。
輪
番
の
当
番
の
家
に
同
行
仲
間

が
集
ま
り
、
オ
ッ
ト
メ
の
後
談
合
す
る
。
昭
和
四
七
・
八
年
ご
ろ
ま
で
は
夕
食

も
出
さ
れ
た
が
、
現
在
は
お
茶
と
菓
子
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
若
い
衆
の
講
は
昭

和
三
○
年
ま
で
は
一
一
月
一
一
四
日
と
四
月
一
一
四
日
の
一
一
回
で
あ
っ
た
が
、
以
後
一
一

月
だ
け
に
な
り
、
現
在
で
は
そ
れ
も
あ
ま
り
開
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
各

家
の
在
家
報
恩
講
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
他
の
同
行
仲
間

の
オ
コ
サ
マ
も
ほ
ぼ
同
様
に
行
わ
れ
る
が
、
西
岸
寺
と
慶
信
寺
以
外
の
檀
家
は

部
落
に
寺
が
な
い
こ
と
か
ら
、
オ
コ
サ
マ
は
部
落
内
だ
け
で
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
同
行
仲
間
は
家
並
を
編
成
基
準
と
し
な
い
村
組
と
し
て
の
機
能

を
も
ち
、
戦
前
の
よ
う
に
班
が
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
も
と
も
と
信
仰
と
葬
儀

の
合
力
に
結
び
つ
い
た
仲
間
に
、
用
水
路
修
理
や
道
づ
く
り
を
は
じ
め
、
私
的

(80）

営
の
下
位
体
系
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
図
２
に
高
柳
に
お

け
る
班
の
構
成
を
示
し
た
が
、
高
柳
の
班
は
家
屋
数
に
よ
っ
て
五
つ
に
分
け
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
構
成
は
道
路
を
は
さ
ん
で
家
々
の
交
際
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
基
本
的
に
は
道
路
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
家
々
の
玄
関
の
向
き
で
区
画

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

村
落
運
営
に
か
か
わ
る
班
の
仕
事
は
多
い
。
前
述
の
江
堀
、
江
ざ
ら
い
、
江

刈
、
農
道
の
砂
入
れ
、
米
出
し
、
米
出
し
後
の
慰
安
は
す
べ
て
班
単
位
に
お
こ

な
い
、
こ
の
ほ
か
「
社
会
奉
仕
日
」
の
活
動
分
担
、
祭
の
「
職
立
て
」
が
あ
り
、

区
長
・
会
役
の
班
と
し
て
の
輪
番
制
、
行
政
委
員
の
班
か
ら
二
名
と
い
う
暗
黙

の
了
解
も
あ
る
。

高
柳
に
は
戦
前
か
ら
社
会
奉
仕
日
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
班
ご
と
に
担
当
地

区
を
決
め
て
部
落
内
の
清
掃
に
あ
た
る
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
神
社
を
担
当
し
、

青
年
団
は
公
民
館
の
内
と
外
を
担
当
す
る
。
昭
和
四
四
年
ま
で
は
七
月
三
○
日

と
決
ま
っ
て
い
た
が
、
四
五
年
か
ら
は
午
後
班
毎
に
海
水
浴
に
出
か
け
る
こ
と

と
し
、
七
月
の
最
終
日
曜
日
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
、
高
柳
に
は
神
社
が
八
幡

神
社
と
氷
川
神
社
の
二
社
が
あ
る
が
、
氏
子
と
祭
り
は
一
つ
で
行
っ
て
い
る
。

高
柳
の
祭
り
は
八
幡
神
社
祭
が
三
月
一
一
四
日
と
十
月
一
一
四
日
の
一
一
回
、
氷
川
神

社
祭
が
七
月
十
五
日
で
計
三
回
の
祭
日
が
あ
る
が
、
職
を
た
て
る
の
は
八
幡
神

社
祭
だ
け
で
あ
る
。
八
幡
の
祭
り
は
三
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
。
ま
ず
祭

３

り
の
前
日
の
朝
に
職
を
た
て
、
当
番
月
の
班
長
が
「
ふ
れ
太
鼓
」
を
し
「
ョ
イ

ミ
ャ
」
と
な
る
。
こ
の
職
立
て
は
昭
和
四
七
年
ま
で
青
年
団
が
担
当
し
た
が
、

青
年
団
員
が
減
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
昭
和
四
八
年
か
ら
は
青
年
団
と
む
ら
の

役
員
の
手
伝
い
と
、
班
の
輪
番
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
次
い
で
本
祭
り
で
あ

り
、
神
官
を
頼
ん
で
オ
ハ
ラ
イ
を
し
て
も
ら
う
。
翌
日
が
「
裏
祭
り
」
で
、
職
を
下

げ
る
。
職
立
て
と
職
を
お
ろ
す
と
き
の
計
四
回
を
そ
れ
ぞ
れ
二
班
ず
つ
担
当
す
る
。

こ
の
よ
う
な
高
柳
の
班
は
独
自
の
会
計
も
行
う
。
昭
和
四
八
年
に
初
集
会
を

一
月
五
日
に
変
更
し
た
さ
い
、
初
集
会
を
含
む
総
集
会
へ
の
出
席
率
が
低
下
す

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
総
集
会
出
席
者
に
は
一
人
に
つ
き
三
○
○
円
が
班
毎
に

Akita University



甲淵

な
生
活
場
面
で
は
シ
ン
セ
キ
と
と
も
に
重
要
な
役
割
を
担
い
生
活
万
般
に
わ
た

っ
て
多
く
の
機
能
が
重
ね
ら
れ
た
。
し
か
し
、
戦
時
中
の
隣
保
班
と
戦
後
の
班

の
設
定
に
よ
り
、
同
行
仲
間
が
純
粋
に
寺
に
か
か
わ
る
組
織
に
機
能
を
縮
少
し

て
い
く
と
と
も
に
、
そ
し
て
村
落
運
営
の
下
位
体
系
と
し
て
家
並
と
近
隣
交
渉

を
原
則
と
す
る
近
隣
組
Ⅱ
班
の
比
重
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
行
仲
間

に
よ
る
生
活
機
能
の
充
足
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

本分家関係

分

図３

②昭'０

⑬大正(３代

⑬ ⑯
⑰

、 明治（４代

⑳

一一一

－－ 一

(81）

淵5代）

３
私
的
生
活
場
面
に
お
け
る
集
団
構
成
と
協
同
関
係

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
村
落
内
生
活
協
同
関
係
を
構
成
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
そ
れ
以
外
の
私
的
な
生
活
場
面
に
お
け

る
協
同
を
問
題
と
す
る
。

村
落
内
に
お
け
る
私
的
な
生
活
協
同
の
関
係
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま

ず
高
柳
の
家
を
め
ぐ
る
冠
婚
葬
祭
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
は
じ
め
に
主
要
な
社

会
関
係
と
し
て
の
吉
凶
時
の
相
互
扶
助
で
あ
る
が
、
婚
葬
に
関
し
て
核
と
な
る

の
が
高
柳
の
場
合
シ
ン
セ
キ
で
あ
る
。
つ
ま
り
高
柳
で
の
家
を
め
ぐ
る
交
渉
関

係
は
通
例
は
同
族
関
係
と
親
族
関
係
を
区
別
せ
ず
に
使
用
し
て
お
り
、
図
３
に

示
し
た
よ
う
に
、
全
六
九
戸
の
半
分
に
あ
た
る
三
五
戸
が
何
ら
か
の
同
族
関
係

の
系
譜
に
属
し
て
は
い
る
が
、
た
だ
そ
の
系
譜
も
暖
昧
な
も
の
も
あ
り
、
ま
た

古
い
も
の
で
現
在
シ
ン
セ
キ
づ
き
あ
い
を
行
っ
て
い
な
い
関
係
も
あ
っ
て
独
自

の
活
動
を
も
つ
定
型
的
な
集
団
形
態
と
し
て
は
存
在
し
て
い
な
い
。
家
と
し
て

の
日
常
の
つ
き
あ
い
関
係
を
尋
ね
る
と
、
現
在
の
兄
弟
の
本
分
家
関
係
を
別
に

す
れ
ば
、
む
し
ろ
親
族
関
係
を
あ
げ
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
高
柳
は
木
部
の
輪

中
的
性
格
か
ら
内
外
の
「
陸
の
孤
島
」
意
識
が
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
む
か
し

か
ら
部
落
内
婚
が
多
く
複
雑
に
交
錯
し
て
い
る
（
表
旧
）
。
ま
た
現
住
世
帯
員
の

通
婚
圏
を
み
る
と
部
落
内
が
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
芦
原
町
、
三
国
町
の
順

と
な
り
、
坂
井
町
が
四
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
高
柳
の
生
活
交
渉

範
囲
と
の
関
連
で
注
目
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
近
年
に
な
る
に
し
た

が
っ
て
部
落
内
婚
が
減
少
し
て
い
る
傾
向
は
顕
著
に
み
え
る
。

５代
⑫昭2４

〈:蕊
⑳－(現大阪)一⑳大正(２代）

⑱一一⑲明治(３代）

⑱大正(３代）
↓

⑭昭3５

５代⑰一一一一－－－－→⑳昭２８

(系)⑳-------→⑳昭4０

『ｻﾔ九H他部落認溌鯛
①昭７

Ｊ‘
⑲昭２

⑳--------→.⑱明治以前
／↓（代数不明）
／⑲大正(３代）

．.⑳明治(３代）

⑱－－－－－－－－－→⑳昭９

＠---------→⑰昭２９

⑫----------→、明治(３代）
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表１８現住世帯員姻戚関係

(82）

す
る
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
班
に
多
く
の
生
活
互
助
機
能
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
近
隣
交
際
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
班
内
の
住
民
相
互

の
交
際
は
シ
ン
セ
キ
に
準
じ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と

が
逆
に
班
の
村
落
生
活
の
全
般
に
わ
た
る
内
的
体
系
の
基
本
要
素
と
し
て
の
比

重
を
増
大
さ
せ
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
表
旧
に
み
る
よ
う
に
近
所
づ
き
あ
い
に
お
け
る
「
ほ
ん
と
の
近
所
」

は
班
内
戸
よ
り
も
濃
密
な
互
助
交
渉
が
行
な
わ
れ
、
冠
婚
葬
祭
や
家
普
請
に
あ

っ
て
は
も
っ
と
も
シ
ン
セ
キ
に
近
い
。
こ
の
よ
う
な
近
隣
の
協
同
関
係
は
以
前

か
ら
存
し
、
輪
中
で
あ
る
が
ゆ
え
に
水
と
薪
が
不
足
し
て
い
た
時
代
に
は
「
湯

番
」
と
称
し
、
四
・
五
戸
が
組
に
な
っ
て
輪
番
に
風
呂
を
沸
か
す
こ
と
が
慣
行

と
し
て
続
き
、
ま
た
水
を
汲
み
あ
げ
る
た
め
の
「
モ
ー
タ
ー
仲
間
」
も
こ
れ
に

準
じ
て
つ
く
ら
れ
戦
後
三
○
年
代
ま
で
続
い
て
い
る
。
原
縄
加
工
機
や
農
機
具

の
共
同
購
入
が
当
初
か
ら
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
そ
う
し
た
基
盤
の
上
に
た
っ
て

行
な
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に

部
落
住
民
を
め
ぐ
る
生
活
協
同
は
、
協
同
の
内
容
を
時
代
と
と
も
に
変
化
さ
せ

な
が
ら
も
現
代
に
お
け
る
対
応
の
主
要
な
形
態
と
し
て
、
高
柳
住
民
が
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
歴
史
の
中
に
近
隣
協
同
を
位
置
づ
け
解
決
し
て
い
る
姿
を
み
る

注）昭和56年２月現在

と
も
か
く
高
柳
の
家
を
め
ぐ
る
交
渉
関
係
は
シ
ン
セ
キ
を
基
盤
と
し
て
と
り

む
す
ば
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
関
係
の
範
囲
は
家
ご
と
に
異
っ
た
圏
を
描
く

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
高
柳
で
シ
ン
セ
キ
を
も
た
な
い
の
は
、
農
家
で
は

②
、
非
農
家
で
は
住
職
の
⑯
と
⑮
だ
け
で
あ
る
。

高
柳
の
婚
葬
に
関
し
て
、
シ
ン
セ
キ
の
次
に
か
か
わ
る
の
が
班
と
同
行
仲
間

で
あ
る
が
、
葬
儀
以
外
は
む
し
ろ
班
の
ほ
う
が
重
要
に
な
っ
て
お
り
、
シ
ン
セ

キ
に
つ
い
で
参
加
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
状
況
を
示
し
た
の
が
表
旧
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
私
的
な
生
活
場
面
に
お
け
る
班
の
顕
在
化
は
家
普
請
に
お
け
る
手

伝
い
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
家
屋
の
新
改
築
に
さ
い
し
て
の
家
の
と
り
こ

わ
し
と
建
築
を
住
民
が
手
伝
う
が
、
頭
分
時
代
に
は
同
行
仲
間
で
手
伝
っ
て
い

た
も
の
が
、
次
第
に
班
に
移
行
し
、
昭
和
三
○
年
代
後
半
に
は
班
内
だ
け
の
手

伝
い
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
現
在
は
建
築
は
大
工
に
依
頼
し
、
と
り
こ
わ

し
だ
け
を
行
な
う
。
ま
た
、
部
落
内
道
路
の
舗
装
も
班
で
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
班
内
の
結
束
は
強
く
、
住
民
の
近
所
づ
き
あ
い
は
班
を
単
位
と

し
て
お
り
、
⑳
と
＠
は
個
人
的
な
関
係
も
あ
ろ
う
が
ト
ナ
リ
で
あ
り
な
が
ら
「
お

つ
か
い
」
は
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
班
は
村
落
全
体
の
協
同
作
業
の
下
部

担
当
基
体
、
あ
る
い
は
村
落
の
内
部
運
営
に
お
け
る
最
末
端
機
構
と
し
て
作
用

婚家
養子先

実家 続柄 年齢

①
⑤
⑥
⑦
⑨
⑫
⑰
⑳
〃
⑫
⑳
⑳
⑳
〃
⑳
〃
⑬
⑮
⑲
⑳
⑨
⑲
⑰
⑲
⑭
〃
⑮
⑳
⑱

⑦
⑬
⑤
⑮
⑭
⑱
⑳
⑳
⑮
⑳
⑮
⑮
⑳
⑨
⑮
⑦
⑳
⑳
⑱
⑳
⑳
⑯
⑲
②
⑱
⑳
⑦
⑳
⑥

母
妻

主
主
母
母
母

母
妻
妻
帯
妻
帯

世
世

の
母
母
妻
妻
母

妻
養
祖

、
王
、
王
、
王
、
王
、
王

母
帯
母
帯
帯
母
帯
母
帯
妻
母
妻

世
世
世
世
世

母

８
７
６
１
２
５
７
１
６
４
６
４
０
７
１
２
１
９
１
９
６
６
８
３
３
８
１
８
７

６
５
６
６
５
５
５
５
７
７
７
５
５
６
６
９
７
７
７
６
６
７
５
７
５
４
７
５
６
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注

表１９冠婚葬祭にかかわる家々
こ
ど
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
私
的
な
生
活
場
面
を
め
ぐ
っ
て
個
人
的
な
交
友
関
係
も
さ
か
ん

に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
部
落
の
中
で
認
め
ら
れ
て
い
る
仲
間
も
多
い
。
そ
の
状

況
は
表
別
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
な
か
に
は
家
族
ぐ
る
み
の
旅
行
を
す
る
こ

と
も
あ
る
。
そ
し
て
高
柳
の
こ
の
よ
う
な
仲
間
集
団
は
ほ
と
ん
ど
同
年
齢
層
で

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
関
係
で
あ
り
、

村
落
と
の
か
か
わ
り
は
少
な
く
、
た
と
え
ば
現
在
の
婦
人
会
が
、
部
落
組
織
に

表２０個人的仲間関係準
じ
・
役
員
を
班
送
り
と
し
、
班
長
を
お
い
て
輪
番
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
班

内
の
交
渉
関
係
を
強
め
て
い
る
よ
う
に
、
村
落
住
民
と
し
て
の
参
加
は
班
内
の

談
笑
を
結
果
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
昭
和
五
四
年
か
ら
開
か
れ
て
い
る
高
柳
区

民
運
動
会
も
班
対
抗
の
形
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
部
落
に
お
け

る
班
の
結
束
を
前
提
と
し
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

内は年齢

(83）

⑪
高
柳
の
役
職
と
し
て
は
こ
れ
ら
む
ら
の
四
役
の
ほ
か
に
、
寺
総
代
、
氏
子
総

代
、
農
協
理
事
、
町
議
会
議
員
、
土
地
改
良
事
業
に
と
も
な
う
各
種
委
員
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
戦
後
し
ば
ら
く
は
旧
頭
分
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
が
、
現
在
で

は
ほ
ぼ
Ⅲ
層
以
上
の
農
家
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。

②
戦
前
は
農
家
組
合
長
を
農
家
実
行
組
合
長
、
農
事
係
を
用
水
係
と
呼
び
、
別

主 昭和56年２月現在

範囲 つきあいの内容

葬儀

シンセキ

ほんとの近所

班

同 行

部落内

手伝い，5,000～10,000円 盛篭

戦前米２升，現在3000円

〃米ｌ升，〃2000円

一戸一人手伝い2000円

香典1000円，供養200円 皿
香典返し

部落内一律

200円

結婚式

シン セ キ

ほんとの近所

班

同 行 、手伝い，「つれ呼び」

出産祝

内祝

傷病見舞

シン セ キ

ほんとの近所

班

平均5000円

〃3000円

〃 2000円

新築・改

築

シンセキ

ほんとの近所

班

とり壊し終るまで手伝 １，１

〃２～３日手伝い

〃ｌ～２日手伝い

番号 仲間の内容 参加者及び続柄・年齢

１ 在所同窓会 ⑳(42)⑳(40)③(42)⑳(42)⑳(39)世

２ 同級生仲間 ⑳(53)⑬(53)⑮(53)⑲(53)世

３ 同級生仲間 ⑤(58)⑰(58)⑰(58)⑳(58)妻

４ 同級生仲間 ⑨(32)⑳(33)⑰(32)長男，⑳(31)⑳(32)世

５ お茶のみ，旅行仲間
②167)⑥160⑪(67)⑳(67)⑳(61)母

⑯(65)⑪(64)妻

６
老人クラブのなかよ

しワ 温泉仲間
③(72)世，⑯(69)⑱(72)父

７ おばあちゃん仲間 ⑬(84)祖母，⑭(79｝⑳(82)⑳(77)母

８ お茶のみ，旅行仲間 ④(44)⑤(58)⑨(53)⑳(49)⑳(50⑳(54)⑳(49妻

９
お 花のグループ

(昭52まで）
⑫(44)⑭(46)⑳(50⑳(51)、(63)⑱(41)妻

1０ 主婦 の 仲 間 ②(68)母，③(65)⑦(61)妻

１１ 主婦の仲間 ⑳(39)、(38)⑳(50)⑫(57)妻

１２ 酒飲み仲間 ⑫(55)⑳(50)世

1３ 酒飲み仲間 ⑳(51)⑮(52)、(54)世

1４ マージャン仲間 ⑳(53)⑫(３５１，(53)世
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別
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
高
柳
に
も
つ
用
水
の
意
味
の
大
き
さ
を
も
の
が

た
・
っ
て
い
る
。

側
高
柳
で
は
「
ふ
れ
太
鼓
」
と
称
し
て
、
総
集
会
、
総
人
足
、
作
業
止
、
祭
、

毎
月
二
五
日
の
集
金
日
に
当
番
月
の
班
長
が
部
落
内
五
ヶ
所
（
一
班
一
ヶ
所
）

で
太
鼓
を
た
た
い
て
知
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
同
行
仲
間
で
行
う
報
恩
講
や

葬
儀
の
さ
い
に
も
太
鼓
を
た
た
い
て
住
民
に
知
ら
せ
る
が
、
こ
の
役
目
は
班
長
で

は
な
く
、
仲
間
の
当
番
か
も
っ
と
も
近
い
ト
ナ
リ
の
住
民
で
あ
り
、
高
柳
に
お
け

る
村
落
内
部
運
営
に
か
か
わ
る
班
と
私
的
な
生
活
場
面
の
住
民
と
し
て
の
参
加

が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

五
む
す
び
に
か
え
て

よ
る
専
業
を
あ
き
ら
め
、
兼
業
へ
傾
斜
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
兼
業

の
就
業
先
は
、
Ⅲ
層
以
上
の
臨
時
勤
務
の
多
さ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
年
何
日

か
の
休
み
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
選
択
せ
ざ
る
を
え
ず
、
上
層
に
な

る
ほ
ど
不
安
定
就
業
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
ひ
と
つ

の
職
場
へ
の
勤
続
年
数
は
長
く
は
な
ら
ず
、
職
場
で
の
部
落
を
こ
え
た
仲
間
の

形
成
も
流
動
的
で
あ
る
。
地
域
労
働
市
場
と
し
て
の
下
請
企
業
の
不
安
定
性
が

そ
れ
に
拍
車
を
か
け
る
。
農
外
就
労
を
め
ぐ
る
結
び
つ
き
が
、
農
業
生
産
活
動

場
面
で
の
そ
れ
と
異
っ
た
性
格
を
も
つ
の
は
、
こ
う
し
た
理
由
と
考
え
ら
れ
、

こ
こ
に
、
生
活
要
求
の
経
済
的
側
面
と
同
様
に
人
間
環
境
的
側
面
の
重
要
性
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て
き
た
「
部
落
内
強
制
」
の

３

基
盤
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

高
柳
で
は
こ
の
よ
う
な
要
求
に
も
と
づ
く
現
代
の
生
活
協
同
を
、
班
Ⅱ
近
隣

組
を
核
に
す
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
持
続
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
共
同
防
除
の

よ
う
に
、
部
落
全
体
対
各
戸
の
関
係
に
あ
っ
て
は
、
部
落
の
ぐ
る
み
的
協
同
が
消

失
す
る
と
各
戸
に
分
裂
す
る
が
、
機
械
仲
間
の
よ
う
に
そ
の
間
に
仲
間
や
班
を

介
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
協
同
関
係
は
変
容
し
な
が
ら
も
持
続
す
る
。
仕

事
仲
間
を
は
じ
め
高
柳
の
種
々
の
グ
ル
ー
プ
に
属
さ
な
い
住
民
は
、
「
む
ら
の
情
勢

に
う
と
く
な
る
」
と
い
う
言
い
方
を
し
、
多
く
の
む
ら
の
ひ
と
び
と
は
進
ん
で
グ
ル

ー
プ
の
な
か
に
入
り
こ
も
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ン
セ
キ
の
少
な
い
家
は
ど

の
よ
う
な
関
係
な
の
か
も
分
明
で
な
い
「
古
い
シ
ン
セ
キ
」
と
シ
ン
セ
キ
づ
き

あ
い
を
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
本
分
家
関
係
が
定
型
的
集
団
と
し
て
機
能
せ

ず
、
親
族
関
係
が
錯
綜
し
て
い
る
条
件
の
も
と
で
、
こ
の
よ
う
な
協
同
関
係
が

家
々
そ
れ
ぞ
れ
に
異
っ
た
圏
を
描
く
こ
と
に
な
り
、
一
方
で
、
村
落
住
民
を
一

律
不
可
避
的
に
か
か
え
こ
む
も
の
と
し
て
の
同
行
仲
間
や
班
を
発
達
さ
せ
て
き

た
。
そ
し
て
現
代
に
お
い
て
は
班
が
平
等
に
村
落
機
能
を
分
け
あ
う
こ
と
か
ら
、

部
落
と
住
民
の
間
に
班
を
介
在
さ
せ
、
近
隣
交
渉
に
も
と
ず
く
定
型
的
な
集
団

４

と
し
て
機
構
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
協
同
の
持
続
を
は
か
り
、
住
民
の

組
織
体
と
し
て
再
編
成
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

(84）

以
上
、
高
柳
に
お
け
る
村
落
内
社
会
関
係
を
、
農
業
生
産
活
動
を
め
ぐ
る
協

同
関
係
と
農
外
就
労
を
め
ぐ
る
関
係
を
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
の
基
底
に
ひ
そ

む
日
常
の
生
活
交
渉
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
土
地
移
動
や
耕

地
貸
借
に
階
層
上
の
一
般
的
な
傾
向
は
み
い
だ
せ
ず
、
機
械
仲
間
の
形
成
や
農

作
業
の
共
同
、
さ
ら
に
は
そ
う
し
た
農
業
生
産
活
動
自
体
を
円
滑
な
ら
し
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
普
請
、
農
外
就
業
を
通
じ
て
の
村
落
内
仲
間
の
形
成
等
々
、
生
産

・
労
働
し
生
活
す
る
糧
を
得
る
営
み
に
、
村
落
内
関
係
が
介
在
し
、
そ
れ
を
利

用
し
活
用
す
る
と
同
時
に
、
村
落
生
活
を
営
む
う
え
で
支
障
が
あ
る
な
ら
ば
、

そ
う
し
た
村
落
内
関
係
を
意
図
的
に
排
除
し
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
交
渉
関
係
を

壊
さ
な
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
自
営
兼
業
内
部
に
シ
ン
セ
キ
は
も
ち
ろ
ん

班
内
戸
や
親
近
戸
を
組
み
入
れ
な
い
こ
と
も
、
そ
う
し
た
意
思
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
場
合
、
部
落
内
関
係
戸
を
完
全
に
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、

排
除
の
外
枠
に
班
Ⅱ
近
隣
組
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
現
代
村
落
の
、

そ
し
て
近
隣
諸
関
係
の
住
民
に
と
っ
て
も
つ
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
農
外
就
業
を
め
ぐ
る
労
働
者
と
し
て
の
村
落
か
ら
の
自
由
性
・

解
放
性
の
増
大
に
た
い
し
て
、
現
在
高
柳
耕
地
が
一
反
一
一
一
三
○
万
円
と
い
う
状

２

況
で
、
土
地
を
手
離
す
こ
と
も
少
な
。
、
農
民
の
意
識
の
な
か
で
規
模
拡
大
に
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注
②
「
二
町
も
て
ば
一
人
前
」
の
意
織
が
頭
分
時
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
流

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
「
一
人
前
」
に
な
れ
ば
．
反
分
の
米
の
収
入
と
貯
金

Ⅲ
こ
の
こ
と
は
、
現
代
農
民
の
生
活
理
解
に
と
っ
て
、
行
動
と
し
て
あ
ら
わ
れ

る
顕
在
的
な
側
面
が
強
調
さ
れ
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
た
い
し
て
、
そ
れ
と
同

時
に
そ
れ
を
も
た
ら
す
潜
在
的
な
態
度
も
生
活
理
解
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
山
岡
栄
市
が
「
む
ら
は
も
っ
と
深
層
に
お
い
て
生
き
て

い
る
も
の
で
あ
」
り
、
「
現
象
面
の
根
底
に
あ
る
、
目
に
見
え
な
い
潜
在
力
と
し
て

の
む
ら
の
精
神
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
（
「
丹
波
・
丹
後
と
近
江
農
村
と
の
比

較
’
ひ
と
つ
の
試
論
」
『
悌
教
大
学
社
会
学
部
論
叢
』
第
一
四
号
一
九
八
○

の
む
ら
の
精
神
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
（
「
丹
波
・
丹
後
と
亡

較
’
ひ
と
つ
の
試
論
」
『
悌
教
大
学
社
会
学
部
論
叢
』
第
一
四
口

四
四
’
五
頁
）
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
意
味
で
理
解
し
た
い
。

〔
付
記
〕
本
研
究
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
昭
和
五
二
・
五
三
年
度
総
合

研
究
間
（
代
表
塚
本
哲
人
）
と
昭
和
五
四
年
度
奨
励
研
究
㈲
の
補
助
を
う

け
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
に
さ
い
し
て
は
松
村
和
則
氏
（
宮
城
工
業
高
等

専
門
学
校
講
師
）
の
助
力
を
う
け
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

利
子
は
ほ
ぼ
同
じ
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
は
積
極
的
に
購
入
し
な
い
。

③
農
民
層
滞
溜
の
根
底
に
は
、
小
地
域
社
会
と
し
て
の
村
落
の
住
民
と
し
て
生

活
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
意
思
が
大
き
く
は
た
ら
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
し

た
が
っ
て
村
落
内
部
に
お
い
て
は
階
級
的
対
抗
関
係
の
顕
在
化
も
意
図
的
に
排

除
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

剛
一
班
と
二
班
の
境
界
に
例
外
は
あ
る
が
、
班
と
玄
関
の
向
き
に
も
と
づ
い
て

区
画
し
た
こ
と
も
、
そ
う
し
た
生
活
交
渉
関
係
の
介
在
を
保
持
す
る
こ
と
に
役

立
っ
て
い
る
。

(85）

敷
桁
す
る
と
、
高
柳
の
班
の
機
能
は
、
ほ
ん
と
の
近
所
の
重
な
り
を
土
台
と

し
な
が
ら
も
近
隣
組
と
し
て
一
律
に
組
織
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ふ
れ
太
鼓
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
部
落
の
内
部
運
営
に
関
し
て
主
要
な
役
割
を

担
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
は
村
落
を
縦
横
に
は
し
る
シ
ン
セ
キ
や
個
人

的
仲
間
関
係
・
生
産
協
同
の
仲
間
を
は
な
れ
て
、
一
律
平
等
に
村
落
生
活
の
中

に
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
い
う
な
ら
ば
そ
れ
は

村
落
住
民
の
家
に
帰
属
し
ま
た
個
人
的
な
力
能
に
か
か
わ
る
村
落
内
関
係
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
も
の
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
婚
姻
に
さ
い
し
て
の
顔
み
せ
が
、

シ
ン
セ
キ
と
同
時
に
班
で
あ
り
、
次
い
で
個
人
的
な
交
友
関
係
で
あ
る
こ
と
も

そ
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
村
落
と
し
て
の
高
柳
は
、
そ

う
し
た
近
隣
組
Ⅱ
班
を
基
体
と
し
た
生
活
交
渉
の
外
苑
と
し
て
、
運
営
さ
れ
、

外
社
会
へ
の
対
応
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
村
落
に
指
摘
さ

れ
る
「
形
骸
化
」
あ
る
い
は
「
解
体
し
な
が
ら
も
持
続
す
る
村
落
」
と
い
う
も

の
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

そ
う
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
の
農
民
が
現
に
行
っ
て
い
る
対
応
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
、
農
民
の
側
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
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